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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• はじめに, vii ページ

はじめに
ここでは、『Cisco Nexus 7000シリーズ仮想デバイスコンテキスト構成ガイド』の対象読者、構
成、および表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

この章では、次の事項について説明します。

対象読者

このマニュアルは、Cisco Nexus 5000シリーズプラットフォームスイッチで Cisco NX-OSの設定
と保守を行う経験豊富なネットワーク管理者を対象としています。

表記法

（注） •お客様のニーズを満たすためにドキュメントを更新するという継続的な取り組みの一環
として、シスコでは設定タスクの文書化方法を変更しました。そのため、本ドキュメン

トには、従来とは異なるスタイルでの設定タスクが説明されている部分もあります。ド

キュメントに新たに組み込まれるようになったセクションには、以下のセクションが含

まれます。

•「注意事項と制約事項」のセクションには、すべての機能に当てはまる一般的な注意事
項と制約事項、および該当する機能にのみ当てはまる機能固有の注意事項と制約事項が

含まれています。
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コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択す

べき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >
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説明表記法

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

関連資料

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチのマニュアルは、次の URLで入手できます。

•コンフィギュレーションガイド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

•コマンドリファレンスガイド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/
products-command-reference-list.html

•リリースノート

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/
products-release-notes-list.html

•インストールおよびアップグレードガイド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/
products-installation-guides-list.html

•ライセンスガイド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/
products-licensing-information-listing.html

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチおよび Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ
のマニュアルは、次の URLで入手できます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-2000-series-fabric-extenders/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章では、新機能と変更された機能について説明します。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表に、このマニュアルの新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポートされてい

るリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべての機能がサ

ポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/
bugsearch/の Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照して
ください。

表 1：新機能および変更された機能

変更されたリリース説明機能

7.3(0)D1(1)M3シリーズモジュールのサポートが追加さ
れました。

limit-resource m6route-memコマンドの最大
値の範囲が変更されました。

VDCリソース制限

6.2(6)F3シリーズモジュールのサポートが追加さ
れました。

F3シリーズモジュー
ルのサポート。

6.2(2)スーパーバイザ 2eモジュールの Cisco Nexus
7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッ
チのサポートが追加されました。

Cisco Nexus 7710ス
イッチおよび Cisco
Nexus 7718スイッチ

6.2(2)スーパーバイザ 1モジュールの管理 VDCの
サポートが追加されました。

スーパーバイザ 1モ
ジュール
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変更されたリリース説明機能

6.2(2)シャーシで F2eシリーズモジュール（新しい
設定可能な VDCモジュールタイプで、F2
VDCモジュールタイプとは個別で独立して
いる）をイネーブルにする機能が追加されま

した。

F2eシリーズモ
ジュール

6.1(3)シャーシで特定のラインカードをイネーブル

にする機能、および他の人が電源オンにする

のを防ぐ機能が追加されました。

スイッチワイド VDC
モード

6.1(2)F2シリーズモジュールの一部として F2eシ
リーズのサポートが追加されました。

F2eシリーズモ
ジュールのサポート

6.1(1)管理 VDCのサポートが追加されました。管理 VDC

6.1(1)新しいスーパーバイザモジュールのサポート

およびサポートされている VDCの数が追加
されました。ストレージ VDCのサポートが
追加されました。

スーパーバイザモ

ジュール、VDCおよ
びストレージVDCの
数。

6.1(1)VDCで CPU共有のサポートが追加されまし
た。

CPU共有

6.1(1)M2シリーズモジュールのサポートが追加さ
れました。

VDCリソース制限

6.0(1)F2シリーズモジュールのサポートが追加さ
れました。

VDCリソース制限

5.2(1)ストレージVDCおよびFCoE機能のサポート
が追加されました。

FCoE

5.2(1)デフォルトVDCにはMACアドレスがあり、
作成される後続のデフォルト以外の VDCに
はMACアドレスが割り当てられます。

MACアドレス

5.2(1)Mシリーズモジュールのサポートが追加され
ました。

VDCリソース制限

5.1(1)N7K-F132XP-15モジュールのサポートが追加
されました。

N7K-F132XP-15モ
ジュール

5.1(1)ERSPANモニタセッションのリソース制限を
設定する機能が追加されました。

VDCリソース制限
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変更されたリリース説明機能

5.0(2)limit-resource m4route-mem、limit-resource
m6route-mem、limit-resource u4route-mem、
limit-resource u6route-mem、および
limit-resource vrfコマンドの最小値と最大値
の範囲が変更されました。

VDCリソース制限

4.2(4)vdc restartコマンドが reload vdcコマンドに
変更されました。

VDCの再起動

4.2(1)デフォルト以外の VDCを停止および再開で
きます。

VDCの停止および再
開

4.2(1)アクティブなデフォルト以外の VDCおよび
障害状態にあるデフォルト以外の VDCを再
起動できます。

VDCの再起動

4.2(1)デフォルト以外のVDCをリロードできます。VDCのリロード

4.2(1)デフォルト以外の VDCに対する CLIのプロ
ンプト形式を変更できます。

VDCのプロンプト形
式

4.2(1)デフォルト以外の VDCのブート順序を設定
できます。

VDCの起動順序

4.2(1)デフォルト以外の VDCおよび VRFにトンネ
ルインターフェイスを設定できます。

VDCおよびトンネル
インターフェイス

4.1(2)上限値のデフォルト値が変更されました。IPv4および IPv6ユニ
キャストルートメモ

リリソース

4.1(2)IPv4および IPv6マルチキャストルートメモ
リリソースを追加

マルチキャストルー

トメモリリソース

4.1(2)上限値のデフォルト値が変更されました。ポートチャネルリ

ソース

4.0(2)デフォルトの最大値を 256から 320に変更IPv4ユニキャスト
ルートメモリリソー

ス

4.0(2)デフォルトの最大値を 256から 192に変更IPv6ユニキャスト
ルートメモリリソー

ス
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第 2 章

概要

この章では、CiscoNX-OSデバイスでサポートされる仮想デバイスコンテキスト（VDC）につい
て説明します。

• VDCに関する情報, 5 ページ

• VDCアーキテクチャ, 7 ページ

• VDCリソース, 9 ページ

• VDC管理, 16 ページ

• VDCの障害分離, 20 ページ

• VDCでの Cisco NX-OS機能のサポート, 21 ページ

VDC に関する情報
Cisco NX-OSソフトウェアは VDCをサポートします。これは、1つの物理デバイスを複数の論理
デバイスとして分割する機能であり、障害分離、管理の分離、アドレス割り当ての分離、サービ

ス差別化ドメイン、および適応型リソース管理を可能にします。VDCインスタンスは、1つの物
理デバイス内で個別に管理できます。各VDCは、接続ユーザに対し一意のデバイスとして表示さ
れます。VDCは、物理デバイス内で個別の論理エンティティとして実行されます。VDCは、実
行中の一連のソフトウェアプロセスを独自に管理し、独自の設定を持つことができます。また、

個別の管理者による管理が可能です。

VDCはコントロールプレーンの仮想化もサポートしています。これには、アクティブスーパー
バイザモジュール上のCPUによって処理されるすべてのソフトウェア機能が含まれます。コント
ロールプレーンは、ルーティング情報ベース（RIB）やルーティングプロトコルなど、物理デバ
イス上のサービスに対するソフトウェア処理をサポートします。

Nexus 7000シリーズデバイスのCiscoNX-OSRelease 5.2(1)以降、FibreChannel over Ethernet（FCoE）
を設定できるようになりました。FCoEの詳細については、『CiscoNX-OSFCoEConfigurationGuide
for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。Cisco NX-OS Release 6.1(1)から、
スーパーバイザ 2およびスーパーバイザ 2eモジュールを搭載した F248XP-25[E]シリーズの FCoE
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をイネーブルにできます。CiscoNexus 7000シリーズデバイス上で FCoEを実行するには、専用の
ストレージ VDCを設定する必要があります。ストレージ VDCの設定に関する情報については、
第 5章「VDCの管理」を参照してください。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降、管理 VDCはスーパーバイザ 1モジュールでサポートされます。
スーパーバイザ 2eモジュールは、新しいCiscoNexus 7718スイッチおよびCiscoNexus 7710スイッ
チをサポートします。これらのスイッチは F2eラインカードだけをサポートします。詳細につい
ては、『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してください。

VDCを作成すると、Cisco NX-OSソフトウェアはコントロールプレーンのプロセスをいくつか抽
出し、VDC用に複製します。このようにプロセスが複製されることで、イーサネット VDCを扱
う VDCの管理者は仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス名および VLAN IDを、他
の VDCで使用されているものと独立して使用できます。基本的に、各 VDC管理者は個別のプロ
セス、VRF、および VLANのセットを操作します。

ただし、番号はFCoEとイーサネットVLANの間で一義的である必要があります。つまり、ス
トレージ VDCの FCoE VLANで使用される番号は、イーサネット VDCで使用される VLAN
の番号と異なっている必要があります。個別のイーサネットVDC内では、重複したVLAN番
号を使用できます。FCoEとイーサネット用のVLAN番号スペースは、ポート共有用に設定さ
れた VDCでだけ共有されます。FCoEの設定については、『Cisco NX-OS FCoE Configuration
Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

（注）
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次の図に、Cisco NX-OSソフトウェアが物理デバイスをVDCに分割する様子を示します。これに
は、VDCレベルの障害分離、VDCレベルの管理、データトラフィックの分離、およびセキュリ
ティの強化といった利点があります。

図 1：物理デバイスのセグメンテーション

VDC アーキテクチャ
Cisco NX-OSソフトウェアは、VDCをサポートするための基盤を提供します。

カーネルおよびインフラストラクチャ層

Cisco NX-OSソフトウェアは、基本的にカーネルおよびインフラストラクチャ層で構成されてい
ます。1つのカーネルインスタンスが、物理デバイス上で実行されるすべてのプロセスおよび
VDCをサポートします。インフラストラクチャ層は、上位層のプロセスと、Ternary Content
Addressable Memory（TCAM）など、物理デバイス上のハードウェアリソースとのインターフェ
イスを提供します。この層のインスタンスは 1つしかないので、ハードウェアリソースの管理が
複雑化せず、システム管理プロセスの重複も防止できるため、Cisco NX-OSソフトウェアのパ
フォーマンスを向上できます（下の図を参照）。
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また、このインフラストラクチャにより、VDC間の分離が保証されます。ある VDC内で発生し
た障害は、他のVDC内のサービスに影響を与えません。この機能により、ソフトウェア障害の影
響を制限でき、デバイスの信頼性が大きく向上します。

インフラストラクチャ層だけでなく、いくつかの非仮想化サービスについても、すべてのVDCに
対して 1つのインスタンスだけが存在します。これらのインフラストラクチャサービスは、VDC
の作成、VDC間でのリソースの移動、および VDC内の個々の各プロトコルサービスのモニタリ
ングに参加します。

CiscoNX-OSソフトウェアでは、VDCごとに仮想化コントロールプレーンが作成されます。VDC
内の仮想化コントロールプレーンは、すべてのプロトコル関連イベントを処理します。

レイヤ 2およびレイヤ 3プロトコルサービスはすべて、VDC内で実行されます。ある VDC内で
開始された各プロトコルサービスは、他の VDC内のプロトコルサービスとは独立して実行され
ます。インフラストラクチャ層は VDC内のプロトコルサービスを保護し、あるサービスで生じ
た障害や問題が、他のVDCに影響を与えないようにします。Cisco NX-OSソフトウェアがこのよ
うな仮想化サービスを作成するのは、VDCの作成時だけです。各 VDCは、各サービスに対する
独自のインスタンスを保持します。これらの仮想化サービスは、他のVDCを認識せず、このVDC
に割り当てられたリソースだけを処理します。これらの仮想化サービスに対して有効なリソース

を制御できるのは、network-adminロールを持つユーザだけです。

図 2：VDC アーキテクチャ

MAC アドレス
デフォルト VDCにはMACアドレスがあります。作成した後続のデフォルト以外の VDCには、
ブートプロセスの一部として自動的にMACアドレスが割り当てられます。

デフォルト VDC
物理デバイスはデフォルトVDC（VDC1）として、常に少なくとも1つのVDCを持ちます。Cisco
NX-OSデバイスに最初にログインすると、デフォルト VDCが開始されます。デフォルト以外の
VDCを作成、属性変更、または削除するには、デフォルトVDCまたは管理VDCで作業する必要
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があります。Cisco NX-OSリリースが 6.1よりも前の場合、最大 4つのVDC（デフォルトVDCを
含む）をサポートできるため、最大 3つのデフォルト以外の VDCを作成できます。

ネットワーク管理者（network-admin）のロール権限を持っている場合は、デフォルト VDCから
物理デバイス、およびすべての VDCを管理できます。

VDC 間の通信
Cisco NX-OSソフトウェアは、1つの物理デバイス上の VDC間での直接的な通信をサポートして
いません。VDC間の通信を可能にするには、1つの VDCに割り当てられたポートと、他の VDC
に割り当てられたポートとの間で物理接続を確立する必要があります。

ストレージ VDC
ストレージVDCは、デフォルト以外のVDCの1つで、ライセンスが必要です。ただし、モジュー
ルのFCoE機能をイネーブルにするためにインストールされるFCoEライセンスに依存しているた
め、ストレージVDCはVDCライセンスが必要ではありません。Nexus 7000シリーズデバイスの
Cisco NX-OS Release 5.2(1)以降では、特定のリリースバージョンに応じて、F1、F2、および F2e
シリーズモジュールで FCoEを実行できます。FCoEを実行するために、個別のストレージ VDC
を作成できます。ストレージ VDCはデバイスに 1つだけ保有できます。デフォルト VDCをスト
レージ VDCとして設定することはできません。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降では、専用モードであれ共有モードであれ、任意の VDCで F1
およびF2シリーズモジュールの相互運用性はサポートされません。CiscoNX-OSRelease6.2(2)
以降のリリースでインサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）中にストレージ VDC
のサポート対象ラインカードとして F1および F2シリーズモジュールを設定した場合、シス
テムの不要な停止を回避するために、ISSUの前に、limit-resource module-typeコマンド（詳細
については、「VDCリソース制限の変更」セクションを参照）を使ってストレージVDCを再
設定します。

（注）

ストレージ VDCを作成したら、指定した FCoE VLANを割り当てます。最後に、専用の FCoEイ
ンターフェイスとして、またはイーサネットと FCoE両方のトラフィックを伝送できる共有イン
ターフェイスとして、CiscoNexus7000シリーズデバイスにインターフェイスを設定します。FCoE
の設定については、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS
9500』を参照してください。

VDC リソース
network-adminロールを持つユーザは、物理デバイスリソースを、VDCだけに使用されるように
特別に割り当てることができます。特定のVDCにリソースを割り当てた場合、そのリソースはそ
のVDCからだけ管理できます。CiscoNX-OSソフトウェアでは、各VDCに論理および物理リソー
スを割り当てる方法を制御できます。VDCに直接ログインしたユーザは、このように限定された
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デバイスビューだけを表示でき、ネットワーク管理者がその VDCに明示的に割り当てたリソー
スだけを管理できます。VDC内のユーザは、他の VDC内のリソースを表示または変更できませ
ん。

VDCにリソースを割り当てるには、network-adminロールが必要です。（注）

物理リソース

VDCに割り当てることができる物理リソースは、イーサネットインターフェイスだけです。イー
サネット VDCでは、各物理イーサネットインターフェイスは同時に 1つの VDC（デフォルト
VDCを含む）だけに属すことができます。ストレージ VDCで共有インターフェイスを使用して
いる場合、物理インターフェイスは同時に 1つのイーサネット VDCと 1つのストレージ VDCに
属すことができますが、それぞれ 1つだけです。

初期状態では、すべての物理インターフェイスはデフォルトVDC（VDC1）に属します。VDCを
新規作成すると、Cisco NX-OSソフトウェアによってそのVDCに対する仮想化サービスが作成さ
れますが、そのサービスに物理インターフェイスは割り当てられません。VDCを新規作成したあ
とは、デフォルト VDCから新規 VDCに、一連の物理インターフェイスを割り当てることができ
ます。

VDCにインターフェイスを割り当てると、そのインターフェイスのすべての設定は消去されま
す。ユーザまたは VDC管理者は、その VDC内でインターフェイスを設定する必要があります。
設定時には、その VDCに割り当てられたインターフェイスだけが表示されます。

Nexus 7000シリーズデバイスの Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、インターフェイスの割り当
て時にポートグループのすべてのメンバーがVDCに自動的に割り当てられるようになりまし
た。

（注）

次のCisco Nexus 7000シリーズイーサネットモジュールには、次の数のポートグループおよびイ
ンターフェイスがあります。

• N7K-M202CF-22L（1個のインターフェイス x 2個のポートグループ = 2個のインターフェイ
ス 100Gモジュール）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M206FQ-23L（1個のインターフェイス x 6個のポートグループ = 6個のインターフェイ
ス 40Gモジュール）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M224XP-23L（1個のインターフェイス x 24個のポートグループ = 24個のインターフェ
イス 10Gモジュール）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M108X2-12L（1個のインターフェイス x 8個のポートグループ = 8個のインターフェイ
ス）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M148GS-11L、N7K-M148GT-11、N7K-M148GS-11（12個のインターフェイス x 4個の
ポートグループ = 48個のインターフェイス）およびN7K-M148GT-11L（非 LM148と同じ）
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（1個のインターフェイス x 48個のポートグループ = 48個のインターフェイス）：VDC間
のインターフェイスの割り当てに制約はありませんが、同じポートグループに属するイン

ターフェイスは単一の VDCに置くことを推奨します。

• N7K-M132XP-12（4個のインターフェイス x 8個のポートグループ = 32個のインターフェイ
ス）およびN7K-M132XP-12L（非 LM132と同じ）（1個のインターフェイス x 8個のポート
グループ = 8個のインターフェイス）：すべてのM132カードは 4つのポートがあるグルー
プに割り当てる必要があり、8個のポートグループを設定できます。同じポートグループに
属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。このモジュールの例につい
ては、図 1-3を参照してください。

• N7K-M132XP-12L（非 L M132と同じ）（1個のインターフェイス x 8個のポートグループ =
8個のインターフェイス）：すべてのM132カードは 4つのポートがあるグループに割り当
てる必要があり、8個のポートグループを設定できます。

図 3：Cisco 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール（N7K-M132XP-12）のポートグループでのインター
フェイスの割り当て例

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート、10 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F132XP-15では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。このモ

ジュールには、それぞれ 2つのポートで構成される 16個のポートグループがあります（2個のイ
ンターフェイス x 16個のポート = 32個のインターフェイス）。同じポートグループに属するイ
ンターフェイスは同じVDCに属する必要があります（下の表を参照）。ペアにすることができる
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ポートの詳細。このモジュールへの FCoEの実装に関する詳細については、『Cisco NX-OS FCoE
Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

図 4：Cisco 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール（N7K-F132XP-15）のポートグループでのインター
フェイスの割り当て例

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート、10 GbpsイーサネットモジュールN7K-F248XP-25[E]および
N7K-F248XT-25[E]では、指定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当て
る必要があります。これらのモジュールには、それぞれ 4つのポートで構成される 12個のポート
グループがあります（4個のインターフェイス x 12個のポートグループ = 48個のインターフェイ
ス）。同じポートグループに属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります（下
の表を参照）。

図 5：Cisco 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール N7K-F248XP-25[E] および N7K-F248XT-25[E] のポート
グループでのインターフェイスの割り当て例

CiscoNexus 7000シリーズ 10Gbpsイーサネットモジュールのポートグループの詳細については、
『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してください。

Cisco Nexus 7000シリーズ 12ポート、40 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F312QF-25では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。これら

のモジュールには、それぞれ 2つのポートで構成される 6個のポートグループがあります（2個

   Cisco Nexus 7000 シリーズ仮想デバイスコンテキスト構成ガイド
12

概要

物理リソース



のインターフェイス x 6個のポートグループ = 12個のインターフェイス）。同じポートグループ
に属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。

図 6：Cisco Nexus 7000 シリーズ 12 ポート、40 Gbps イーサネットモジュール N7K-F312QF-25

Cisco Nexus 7700シリーズ 48ポート、10 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F348XP-25では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。これら

のモジュールには、それぞれ 8つのポートで構成される 6個のポートグループがあります（8個
のインターフェイス x 6個のポートグループ = 48個のインターフェイス）。同じポートグループ
に属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。

図 7：Cisco Nexus 7700 シリーズ 48 ポート、10 Gbps イーサネットモジュール N77-F348XP-25

Cisco Nexus 7700シリーズ 24ポート、40 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F324QF-25では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。これら

のモジュールには、それぞれ 2つのポートで構成される 12個のポートグループがあります（2個
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のインターフェイス x 12個のポートグループ= 48個のインターフェイス）。同じポートグルー
プに属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。

図 8：Cisco Nexus 7700 シリーズ 24 ポート、40 Gbps イーサネットモジュール N77-F324QF-25

Cisco Nexus 7700シリーズ 12ポート、100 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F312CK-26では、
指定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。これ

らのモジュールには、それぞれ 1つのポートで構成される 12個のポートグループがあります（1
個のインターフェイス X 12個のポートグループ = 12個のインターフェイス）。

図 9：Cisco Nexus 7700 シリーズ 12 ポート、100 Gbps イーサネットモジュール N77-F312CK-26

ブレークアウト機能がN7K-40およびN77-40Gモジュールで使用される場合、ブレークアウト
したすべてのインターフェイスは元の親ポートグループと同じ VDCに属します。

（注）

論理リソース

各VDCは、1つの物理デバイス内で個別の論理デバイスとして動作するため、すべての名前空間
は VDC内で一意となります。ただし、ストレージ VDCとイーサネット VDC内で同じ名前空間
を使用することはできません。
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VDCを作成すると、各 VDCは他の VDCと共有しない独自のデフォルト VLANおよび VRFを保
持します。VDC内に他の論理エンティティを作成して、その VDCだけに使用されるように設定
することもできます。SPANモニタリングセッション、ポートチャネル、VLAN、およびVRFを
含むこれらの論理エンティティはイーサネット VDC用です。

物理デバイス上で、最大 2つの SPANモニタリングセッションを保有できます。

VDC内に作成した論理エンティティは、そのVDC内のユーザだけが使用できます。これは、
他の VDC内の別の論理エンティティとして同一の識別子が存在する場合でも同様です。

VDC管理者は VLAN IDを、同じ物理デバイス上の他のイーサネット VDCで使用されている
VLAN IDとは独立して設定できます。たとえば、イーサネットVDCAの管理者とイーサネッ
ト VDC Bの管理者がそれぞれ VLAN 100を作成した場合、これらの VLANは、内部的には個
別の一意の識別子にマッピングされます（下の図を参照）。

VDCのサポートおよび VLANの最大数の詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Verified Scalability Guide』を参照してください。

（注）

図 10：イーサネット VDC の VLAN 設定例

ストレージ VDCとイーサネット VDCの両方を使用している場合、ストレージ VDCの VLAN
IDと論理エンティティは、まったく個別のものにする必要があります。

（注）

VDC リソーステンプレート
ネットワーク管理者は、リソーステンプレートを使用してリソースを VDCに割り当てることが
できます。各リソーステンプレートを使用すると、一連のリソースを 1つの VDCに割り当てる
方法を指定できます。VDCの作成時にVDCリソーステンプレートを使用すると、VDC内に作成
可能な特定の論理エンティティ数を制限できます。たとえば、ポートチャネル、SPANモニタリ
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ングセッション、VLAN、IPv4および IPv6ルートメモリ、VRFなどの論理エンティティです。
VDCリソーステンプレートは独自に作成することも、Cisco NX-OSソフトウェアに付属のデフォ
ルトの VDCリソーステンプレートを使用することもできます。

設定ファイル

各 VDCは、NVRAM内に個別の設定ファイルを維持します。これには、VDCに割り当てられた
インターフェイス設定のほか、VDCユーザアカウント、VDCユーザロールといった、すべての
VDC固有の設定要素が反映されます。VDC設定ファイルが個別に維持されることで、セキュリ
ティと障害分離が保証され、他の VDCに対して行われる設定変更から VDCを保護できます。

個別の VDC設定ファイルによって、設定の分離も可能になります。各 VDCのリソースに、互い
に重複する IDを割り当てた場合でも、他の VDCの設定に影響が及ぶことはありません。たとえ
ば、複数のイーサネットVDCに対し、同一のVRF ID、ポートチャネル番号、VLAN ID、および
管理 IPアドレスを設定することもできます。

VDC 管理
各 VDCは、異なる VDC管理者によって管理できます。ある VDCに対して VDC管理者が行う処
理は、他の VDCユーザに影響を与えません。VDC管理者は VDC内で、この VDCに割り当てら
れたリソースの設定を作成、変更、および削除できますが、これによって他のVDCが影響を受け
ることはありません。

VDC デフォルトユーザロール
Cisco NX-OSソフトウェアには、VDCを管理するユーザアカウントに対し、ネットワーク管理者
が割り当てることのできるデフォルトのユーザロールがあります。これらの各ユーザロールを使

用すると、デバイスにログインしたユーザが実行可能なコマンドのセットを有効にできます。ユー

ザが実行を許可されていないすべてのコマンドは、ユーザから非表示にされているか、またはエ

ラーを返します。

VDC内でユーザアカウントを作成するには、network-adminまたは vdc-adminロールが必要で
す。

（注）

Cisco NX-OSソフトウェアには、VDCの管理におけるさまざまな権限レベルのデフォルトユーザ
ロールが用意されています。各ロールの種類は次のとおりです。

• network-admin：network-adminロールはデフォルト VDCにのみ存在し、すべてのグローバル
コンフィギュレーションコマンド（reloadや installなど）および物理デバイスのすべての機
能へのアクセスが可能です。カスタムユーザロールには、これらのネットワーク管理者専

用のコマンドや管理者だけを対象としたその他のコマンドへのアクセス権が付与されませ

ん。デバイスの物理状態に関するすべてのコマンドにアクセスできるのは、ネットワーク管

理者だけです。このロールでは、ソフトウェアのアップグレードやトラフィックのイーサ
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ネットアナライザの実行などのシステムに影響する機能を実行できます。ネットワーク管理

者は VDCの作成と削除、これらの VDCへのリソースの割り当て、VDCに予約されたデバ
イスリソースの管理、すべての VDC内での機能設定を行えます。また、ネットワーク管理
者はデフォルト VDCから switchto vdcコマンドを使用して、デフォルト以外の VDCにもア
クセスできます。ネットワーク管理者がデフォルト以外の VDCに切り替えると、vdc-admin
権限を取得します。この権限はデフォルト以外の VDCで使用できる最上位の権限です。

• network-operator：network-operatorロールはデフォルト VDC内だけに存在し、物理デバイス
上のすべての VDCについての情報の表示を許可します。network-operatorロールを持つユー
ザは、デフォルト VDCから switchto vdcコマンドを使用して、デフォルト以外の VDCにも
アクセスできます。

• vdc-admin：vdc-adminロールを持つユーザは、1つの VDC内の全機能を設定できます。
network-adminまたは vdc-adminロールのいずれかを持つユーザは、VDC内で、ユーザアカ
ウントを作成、変更、または削除できます。VDCに割り当てたインターフェイスに対するす
べての設定は、その VDC内で実行する必要があります。vdc-adminロールを持つユーザに
は、物理デバイス関連のコンフィギュレーションコマンドの実行は許可されません。

• vdc-operator：vdc-operatorロールを割り当てられたユーザは、その VDCに対する情報だけを
表示できます。network-adminまたは vdc-adminロールのいずれかを持つユーザは、VDC内
で、ユーザアカウントに vdc-operatorロールを割り当てることができます。vdc-operatorロー
ルを持つユーザは、VDCの設定変更は許可されません。

必要な VDCが 3つ以下の場合、admin VDCをデフォルト VDCのままにして、その他の VDCを
スーパーバイザ 1モジュールのアクティブデータプレーンの仮想スイッチとして使用することを
お勧めします。グローバルコンフィギュレーション（network-adminロール）を変更できる管理者
を選択するためのデフォルトのVDCアクセスが制限されていることを確認してください。一部の
機能（コントロールプレーンポリシング（CoPP）やレートリミットなど）はデフォルトVDCで
のみ設定できます。デフォルト VDCをストレージ VDCとして設定することはできません。

デフォルト VDCをデータプレーントラフィックに使用する必要がある場合は、デフォルト VDC
設定アクセスを必要としているものの、グローバルコンフィギュレーションアクセスは必要ない

管理者を vdc-adminロールに割り当てる必要があります。このロールでは、管理機能がデフォル
トVDCだけに制限され、グローバルVDCコンフィギュレーションコマンドにはアクセスできま
せん。

コンフィギュレーションモード

Cisco NX-OSソフトウェアには、VDCに対して主に 2つのコンフィギュレーションモードが用意
されています。デフォルト VDC内で使用する VDCコンフィギュレーションモードと、VDC自
身の中で使用するグローバルコンフィギュレーションモードです。

デフォルト VDCで VDCコンフィギュレーションモードを使用すると、VDCにインターフェイ
スを割り当てたり、VDCの属性を変更したりできます。デフォルト VDCでは、グローバルコン
フィギュレーションモードから VDCコンフィギュレーションモードに切り替えることができま
す。VDCコンフィギュレーションモードには、network-adminロールを持つユーザだけがアクセ
スできます。
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次に、VDCコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vdc Enterprise
switch(config-vdc)#

次に、デフォルト VDCから VDCエンタープライズに切替える例を示します。
switch# switchto vdc Enterprise
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2012, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php

VDCでのグローバルコンフィギュレーションモードでは、デフォルト以外のVDCに対してCisco
NX-OSの各機能を設定できます。このコンフィギュレーションモードは、VDCにログインして
グローバルコンフィギュレーションモードを入力するとアクセスできます。このコンフィギュ

レーションモードを使用するには、VDCへの読み取りおよび書き込みアクセスを許可するユー
ザーロールが必要です。

次に、VDCに対してグローバルコンフィギュレーションモードを開始する方法を示します。
switch-Enterprise# config t
switch-Enterprise(config)#

VDC の管理接続
Cisco NX-OSソフトウェアは、各VDCの帯域外管理用に、仮想管理（mgmt 0）インターフェイス
を備えています。このインターフェイスは、物理mgmt0インターフェイスからアクセスする個別
の IPアドレスを使用して設定できます（図 1-7を参照）。この仮想管理インターフェイスを使用
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する場合は、1つの管理ネットワークだけを使用するため、VDC間で AAAサーバおよび Syslog
サーバを共有できます。

図 11：アウトオブバンド VDC 管理の例

VDCは帯域内管理もサポートします。VDCに割り当てられたいずれかのイーサネットインター
フェイスを使用して、VDCにアクセスできます（次の図を参照）。インバンド管理を使用する場
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合は、個別の管理ネットワークだけを使用するため、VDC間で AAAサーバおよび Syslogサーバ
を分離できます。

図 12：インバンド VDC 管理の例

VDC の障害分離
VDCアーキテクチャでは、1つの VDCで起きた障害が、同じ物理デバイス上の他の VDCに影響
を与えることを防止できます。たとえば、ある VDC内で Open Shortest Path First（OSPF）プロセ
スが失敗しても、同じ物理デバイス上の他のVDCで実行されるOSPFプロセスは影響を受けませ
ん。
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次の図に示すように、VDC 1で実行されるプロセスに障害が発生した場合、他の VDCで実行さ
れるプロセスにはまったく影響がありません。

図 13：VDC 内の障害分離

CiscoNX-OSソフトウェアでは、VDCレベルでのデバッグおよび Syslogメッセージロギングも行
えます。VDC管理者はこれらのツールを使用して、VDCの問題のトラブルシューティングを行
えます。

VDCのトラブルシューティングの詳細については、『CiscoNexus 7000 SeriesNX-OSTroubleshooting
Guide』を参照してください。

CiscoNX-OSソフトウェアにはハイアベイラビリティ（HA）機能が組み込まれているため、コン
トロールプレーンに障害が生じた場合、またはスイッチオーバーが発生した場合にデータプレー

ンへの影響が最小限に抑えられます。サービス再起動、スーパーバイザモジュールのステートフ

ルなスイッチオーバー、インサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）など、さまざまな
HAサービスレベルによってデータプレーンの保護が実現されます。これらのすべてのハイアベ
イラビリティ機能は、VDCをサポートします。

CiscoNX-OSソフトウェアのHAの詳細については、『CiscoNexus 7000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

VDC での Cisco NX-OS 機能のサポート
Cisco NX-OSソフトウェアの各機能に対するVDCのサポートは、機能によって異なります。現在
の VDCでは、ほとんどの Cisco NX-OSソフトウェア機能の設定および操作をローカルに行えま
す。ただし、例外は次のとおりです。

•コントロールプレーンポリシング（CoPP）：ハードウェアサポートにより、CoPPポリシー
はデフォルトまたは管理VDC内だけで設定できます。CoPPポリシーは、物理デバイス上の
全 VDCに適用されます。

•ファブリックエクステンダ：任意の VDCでファブリックエクステンダをイネーブルにする
前に、デフォルトまたは管理 VDCに Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ
フィーチャセットをインストールする必要があります（デフォルト VDCを含む）。ファブ
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リックエクステンダに関する詳細については、『Configuring the CiscoNexus 2000 Series Fabric
Extender』を参照してください。

• FabricPath：任意の VDCで FabricPathをイネーブルにする前に、デフォルトまたは管理 VDC
に FabricPathフィーチャセットをインストールする必要があります（デフォルト VDCを含
む）。FabricPathの詳細については、『Cisco NX-OS FabricPath Configuration Guide for Nexus
7000』を参照してください。

• FCoE：任意の VDCで FCoEをイネーブルにする前に、デフォルトまたは管理 VDCに FCoE
フィーチャセットをインストールする必要があります（デフォルトVDCを含む）。FCoEの
詳細については、「VDCの作成」および『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco
Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）：任意の VDCでMPLSをイネーブルにす
る前に、デフォルトまたは管理 VDCにMPLSフィーチャセットをインストールする必要が
あります（デフォルト VDCを含む）。MPLSの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series
NX-OS MPLS Configuration Guide』を参照してください。

•レートリミット：ハードウェアサポートにより、レートリミットはデフォルトVDC内だけ
で設定できます。レートリミットは、物理デバイス上の全 VDCに適用されます。

• IPトンネル：Cisco NX-OSリリース 4.2以前では、VDCトンネルはデフォルト VDCでしか
作成できませんでした。ただし、Cisco NX-OS Release 4.2(1)以降では、デフォルト以外の
VDCおよび VRFにトンネルインターフェイスを置くことができます。

• FCoE：Nexus 7000シリーズデバイスのCiscoNX-OSRelease 5.2(1)から、VDCにFCoEサポー
トが追加され、ユーザは1つの物理イーサネットインターフェイス上でローカルエリアネッ
トワーク（LAN）とストレージエリアネットワーク（SAN）の管理を分離できるようにな
りました。Cisco NX-OSは、ネットワークのイーサネットおよびストレージ部分を制御する
デフォルト以外のVDC内だけでイーサネットとFCoEの両方をサポートします。デバイスに
設定できるストレージ VDCは 1つだけです。

特定の機能に対する VDCサポートについては、各機能の設定情報を参照してください。
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第 3 章

管理 VDC の設定

この章では、CiscoNX-OSデバイス上で管理仮想デバイスコンテキスト（VDC）を設定する方法
について説明します。

• 機能情報の確認, 23 ページ

• 管理 VDCについての情報, 24 ページ

• 管理 VDCに関する前提条件, 24 ページ

• 管理 VDCの作成, 24 ページ

• 管理 VDCの作成に関する注意事項および制約事項, 25 ページ

• 管理 VDCの設定, 26 ページ

• 管理 VDCの設定例, 27 ページ

• 管理 VDCの関連資料, 28 ページ

• 管理 VDCの機能履歴, 28 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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管理 VDC についての情報
Cisco NX-OS Release 6.1以降、セットアップスクリプトを通して初期システムブートアップ時に
管理 VDCをイネーブルにできます。これは任意の手順であり、管理 VDCの作成は必須ではあり
ません。管理 VDCは管理機能のみに使用されます。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降、スーパーバイザ 1モジュールはスーパーバイザ 2/2eモジュール
と同じ機能を持つ管理VDCをサポートします。スーパーバイザ1モジュールで、デフォルトVDC
または管理VDCをイネーブルにできます。スーパーバイザ1およびスーパーバイザ2/2eモジュー
ルでサポートされる VDCの数については、『Cisco Nexus 7000 Verified Scalability Guide』を参照
してください。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降、Cisco Nexus 7000シリーズのスーパーバイザ 2eモジュールに関
するすべての機能は、CiscoNexus7700スイッチのスーパーバイザ2eモジュールに適用されます。

スーパーバイザモジュールおよび Cisco Nexus 7700スイッチの詳細については、『Cisco Nexus
7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してください。

管理 VDC に関する前提条件
管理 VDCはスーパーバイザ 1およびスーパーバイザ 2/2eモジュールでサポートされます。管理
VDCがイネーブルの場合、mgmt0ポートのみが管理 VDCに割り当てられます。

アドバンスドサービスパッケージライセンスとVDCライセンスは、管理VDCをイネーブル
にするために必要ではありません。

（注）

管理 VDC の作成
管理 VDCは次のいずれかの方法で作成できます。

•スイッチを新たにブートアップすると、管理 VDCを選択するようプロンプトが表示されま
す。プロンプトで [Yes]を選択すると、管理VDCを作成できます。このオプションは、新し
い展開で推奨されます。スーパーバイザ 1からスーパーバイザ 2/2eに移行する場合、このオ
プションを使用することは推奨されません。スーパーバイザ 1からスーパーバイザ 2/2eへの
移行手順については、次のマニュアルを参照してください。 http://www.cisco.com/en/US/docs/
switches/datacenter/hw/nexus7000/installation/guide/n7k_replacing.html#wp1051017

•ブートアップ後に、system admin-vdcコマンドを入力します。デフォルト VDCが管理 VDC
になります。デフォルト VDCのすべての非グローバル設定はこのコマンドを入力すると失
われます。このオプションは、デフォルト VDCが管理だけに使用され、トラフィックを送
信しない既存の構成で推奨されています。
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•デフォルト VDCを管理 VDCに変更するには、system admin-vdc migrate new vdc nameコマ
ンドを使用します。このコマンドを入力すると、デフォルト VDCの非グローバル設定は新
しく移行したVDCに移行されます。このオプションは、デフォルトVDCが本番トラフィッ
クに使用されており、ダウンタイムを最小限にする必要がある既存の構成で推奨されていま

す。

デフォルトVDCに有効で設定済みのファブリックエクステンダがある場合、デフォルトVDC
の設定の移行には数分かかることがあります。

（注）

管理 VDC の作成に関する注意事項および制約事項
管理 VDC設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•機能またはフィーチャセットは管理 VDCではイネーブルにできません。

•ラインカードモジュールのインターフェイスは管理 VDCに割り当てることはできません。
管理 VDCには mgmt0しか割り当てることができません。つまり、管理 VDCでは、mgmt0
インターフェイスおよびコンソールポートを介したアウトオブバンド管理だけが可能です。

•管理 VDCがブートアップ時にイネーブルにされると、デフォルト VDCを置き換えます。

•管理VDCが作成されると、それを削除したりデフォルトVDCに戻したりすることはできま
せん。デフォルト VDCに戻すには、設定を消去して、新たにブートアップします。

•スーパーバイザ 1およびスーパーバイザ 2/2eモジュールでサポートされる VDCの数につい
ては、『Cisco Nexus 7000 Verified Scalability Guide』を参照してください。

system admin-vdcおよび system admin-VDC migrateコマンドで管理 VDCに移行するための注意
事項および制約事項は次のとおりです。

•管理 VDCの移行時に、アクセスコントロールリスト（ACL）などの機能設定は、新しい
VDCにコピーされますが、管理 VDCからは除外されません。管理 VDCの不要な設定は明
示的に削除する必要があります。この設定を削除することが推奨されていますが、削除しな

くても副次的な影響はありません。

system admin-vdc migrateコマンドで管理VDCに移行するための注意事項および制約事項は次のと
おりです。

•デフォルト VDCで system admin-vdc migrateコマンドを入力する際に VTPをイネーブルにし
た場合、VTP設定は自動的には移行されません。移行の完了後、新しい VDCで VTP機能を
再設定する必要があります。

•デフォルト VDCで system admin-vdc migrateコマンドを入力する際にタイムゾーンを設定し
た場合、タイムゾーンの設定は自動的には移行されません。移行の完了後、新しい VDCで
タイムゾーンを再設定する必要があります。
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•デフォルト VDCの管理 IPアドレスは新しい VDCに移行されないため、一部の既存のセッ
ションは新しい VDCでは自動的に実行されません。VDCの管理インターフェイスで新しい
IPアドレスを設定する必要があります。さらに、外部デバイスは、VPCピアまたは SNMP
管理ステーションの管理インターフェイスのVPCキープアライブなどを再設定する必要があ
ります。

•移行中に、Cisco Nexus 7000シリーズのスイッチに余分なシステムリソースがある場合、移
行したVDCにデフォルトVDCのリソース制限がコピーされるか、エラーメッセージが表示
されて移行は失敗します。

•デフォルト VDCに有効で設定済みのファブリックエクステンダがある場合、デフォルト
VDCの設定の移行には数分かかることがあります。

管理 VDC の設定

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

管理 VDCをイネーブルにします。このコマンドは、デ
フォルト VDCを管理 VDCに移行するために使用しま

switch(config)# system
admin-vdc
[migratenew-vdc]

ステップ 2   

す。migrateオプションがコマンドに含まれていない場
合、デフォルト VDCが管理 VDCになり、その他の設定
は削除されます。含まれている場合は、設定が新規VDC
に移行されます。

管理イーサネット IPアドレスは、デフォルト
VDCと管理VDC間の移行プロセスの一環とし
て移行されません。

（注）

管理 VDCを移行する場合、次のエラーメッセージが表
示されます。「インターフェイス mgmt0は IPアドレス
を新規VDCに移行しません（Interfacemgmt0will not have
its IP address migrated to the new VDC）」。

VDCコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config-vdc)# exitステップ 3   

（任意）

VDC状態の情報を表示します。
switch(config)# show vdcステップ 4   
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目的コマンドまたはアク

ション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションにコピーし

て、変更を継続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

管理 VDC の設定例

次に、管理 VDCをイネーブルにするためのクリーンブートアップ時のプロンプトの例を示しま
す。
Enter the password for "admin":
Confirm the password for "admin":
Do you want to enable admin vdc (yes/no) [n]:yes

次に、管理 VDCを作成する前の show vdcの出力例を示します。
switch(config)# sh vdc
vdc_id vdc_name state mac type lc
------ -------- ----- ---------- --------- ------
1 switch active 00:26:98:0d:01:41 Ethernet m1 f1 m1xl m2xl
2 vdc2 active 00:26:98:0d:01:42 Ethernet m1 f1 m1xl m2xl
3 vdc3 active 00:26:98:0d:01:43 Ethernet f2

次に、ブートアップ後の system admin-vdcコマンドの出力例を示します。
switch(config)# system admin-vdc
All non-global configuration from the default vdc will be removed,
Are you sure you want to continue? (yes/no) [no] yes

次に、system admin-vdcコマンドを実行した後の show vdcの出力例を示します。
switch(config)# show vdc
vdc_idvdc_name state mac type lc
------ -------- ----- ---------- --------- ------
1 switch active 00:26:98:0d:01:41 AdminNone
2 vdc2 active00:26:98:0d:01:42 Ethernet m1 f1 m1xl m2xl
3 vdc3 active 00:26:98:0d:01:43 Ethernetf2

次に、デフォルト VDCを管理 VDCに移行するための system admin-vdc migrate new vdc nameコ
マンドの出力例を示します。
switch(config)# system admin-vdc migrate new-vdc

All non-global configuration from the default vdc will be removed, Are you sure you want
to continue? (yes/no) [no] yes
Note: Interface mgmt0 will not have its ip address migrated to the new vdc
Note: During migration some configuration may not be migrated.
Example: VTP will need to be reconfigured in the new vdc if it was enabled. Please refer
to configuration guide for details. Please wait, this may take a while
Note: Ctrl-C has been temporarily disabled for the duration of this command
2012 Jul 5 22:20:58 switch %$ VDC-1 %$ %VDC_MGR-2-VDC_ONLINE: vdc 4 has come online
switch(config)#

次に、管理 VDCを作成した後の show vdcの出力例を示します。
switch(config)# show vdc

vdc_idvdc_name state mac type lc
------ -------- ----- ---------- --------- ------
1 switch active 00:26:98:0d:01:41 AdminNone
2 vdc2 active 00:26:98:0d:01:42 Ethernet m1 f1 m1xl m2xl
3 vdc3 active 00:26:98:0d:01:43 Ethernet f2
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4 new-vdc active 00:26:98:0d:01:44 Ethernet m1 f1 m1xl m2xl
switch(config)#

管理 VDC の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing
Command Reference』

Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Verified Scalability Guide』サポートされる VDCの数

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device
Context Command Reference』

VDCコマンド

管理 VDC の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 2：管理 VDC の機能履歴

機能情報リリース機能名

スーパーバイザ1モジュールの管理VDC
のサポートが追加されました。

6.2(2)スーパーバイザ1モジュー
ル

この機能は、スーパーバイザ 2および
スーパーバイザ 2eモジュールで導入さ
れました。

6.1(1)管理 VDC
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第 4 章

VDC リソーステンプレートの設定

この章では、CiscoNX-OSデバイス上で仮想デバイスコンテキスト（VDC）リソーステンプレー
トを設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 29 ページ

• VDCリソーステンプレートについての情報, 30 ページ

• VDCテンプレートのライセンス要件, 32 ページ

• VDCリソーステンプレートに関する注意事項および制約事項, 32 ページ

• VDCリソーステンプレート, 32 ページ

• VDCリソーステンプレートの設定, 33 ページ

• VDCリソーステンプレートの設定確認, 34 ページ

• VDCリソーステンプレートのコンフィギュレーションの例, 35 ページ

• VDCリソーステンプレートの関連資料, 35 ページ

• VDCリソーステンプレートの機能履歴, 35 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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VDC リソーステンプレートについての情報
VDCリソーステンプレートは、VDCの作成時に、共有される物理デバイスリソースの上限およ
び下限を設定します。Cisco NX-OSソフトウェアは、下限値の量のリソースをVDC用に予約しま
す。下限値を超えてVDCに割り当てられるすべてのリソースは、デバイスに設定された上限値お
よび使用可能量に基づきます。

VDCリソーステンプレートを明示的に指定することも、Cisco NX-OSソフトウェアに付属のデ
フォルトの VDCテンプレートを使用することもできます。VDCテンプレートは、次のリソース
の制限を設定します。

• IPv4マルチキャストルートメモリ

• IPv6マルチキャストルートメモリ

• IPv4ユニキャストルートメモリ

• IPv6ユニキャストルートメモリ

•ポートチャネル

•スイッチドポートアナライザ（SPAN）セッション

• VLAN

•仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンス

スーパーバイザ上の全VDCで使用できるデフォルトの IPv4および IPv6ルートメモリは、250MB
です。Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、デフォルトメモリは 300 MBになりました。この量は、4
GBおよび 8 GBスーパーバイザの両方で同じです。16 MBのルートメモリには、それぞれ 16の
ネクストホップを持つ約 11,000ルートを記録できます。show routing memory estimate
routesnumber-of-routesnext-hopsnumber-of-next-hopsコマンドでは、指定された数のルートとネクス
トホップをサポートするために必要なユニキャスト RIB（IPv4 RIBと IPv6 RIB）共有メモリの容
量が表示されます。

VDCリソーステンプレートでリソース制限を設定しない場合、そのリソースのデフォルトの制限
は、デフォルトの VDCリソーステンプレートに指定された値と同じになります。次の表に、デ
フォルト以外の VDCのデフォルトテンプレートリソース制限を示します。

デフォルト VDCリソーステンプレートの制限値は、変更できません。（注）

表 3：デフォルト以外の VDC のデフォルトリソース制限

最大最小ハードウェアResource

88IPv4マルチキャストルートメ
モリ1
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最大最小ハードウェアResource

55IPv6マルチキャストルートメ
モリ1

88IPv4ユニキャストルートメモ
リ1

44IPv6ユニキャストルートメモ
リ1

7680ポートチャネル

20SPANセッション

230ERSPANセッション

409416VLAN

40962VRF

10インバンド SRCセッション

1ルートメモリの単位はメガバイトです。

VDCリソーステンプレートに変更を加えても、このVDCリソーステンプレートを使用して作成
したVDCに影響はありません。VDCリソースの新たな制限値を使用してVDCを更新するには、
新規のテンプレートを VDCに再度明示的に割り当てる必要があります。

次の表に、グローバルデフォルト VDCのデフォルトテンプレートリソース制限を示します。

表 4：デフォルト VDC のデフォルトリソース制限

最大最小ハードウェアResource

5858IPv4マルチキャストルートメ
モリ1

88IPv6マルチキャストルートメ
モリ1

9696IPv4ユニキャストルートメモ
リ1

2424IPv6ユニキャストルートメモ
リ1
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最大最小ハードウェアResource

7680ポートチャネル

20SPANセッション

230ERSPANセッション

409416VLAN

40962VRF

10インバンド SRCセッション

1ルートメモリの単位はメガバイトです。

デフォルト VDCでは、ネットワーク管理者だけが VDCテンプレートを変更できます。（注）

VDC テンプレートのライセンス要件
VDCテンプレートにライセンスは不要です。Cisco NX-OSライセンス方式の詳細と、ライセンス
の取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSソフトウェアのライセンスおよび版権情報』
を参照してください。

VDC リソーステンプレートに関する注意事項および制約
事項

VDCテンプレートの設定に関する注意事項と制約事項は次のとおりです。

• VDCテンプレートの作成は、ネットワーク管理者だけがデフォルト VDC内で行えます。

• VDCテンプレートの最大サポート数の詳細については、『CiscoNexus 7000Verified Scalability
Guide』を参照してください。

VDC リソーステンプレート
VDCリソーステンプレートは、VDCで使用可能な最小および最大リソースを指定します。VDC
の作成時にVDCリソーステンプレートを指定しない場合は、CiscoNX-OSソフトウェアはデフォ
ルトのテンプレートである vdc-defaultを使用します。
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VDCリソーステンプレートの使用の代替として、VDCを作成した後に個別のリソース制限を
変更するには、単一の VDCの個別のリソース制限を変更するか、デフォルト以外の VDCリ
ソーステンプレートのリソース制限を変更して、テンプレートを VDCに適用します。

（注）

物理デバイス上で、最大 2つの SPANモニタリングセッションを保有できます。（注）

VDCの作成後は、個々のリソース制限を次のように変更できます。

•単一の VDCに対する個別のリソース制限を変更。

•デフォルト以外の VDCリソーステンプレートのリソース制限を変更し、このテンプレート
を VDCに適用。

VDC リソーステンプレートの設定
VDCに割り当てられるシステムリソースの最大量は、VDCの作成時に使用されるVDCリソース
テンプレートによって制限されます。VDCリソーステンプレートを独自に作成して、VDCの作
成時に使用できます。これにより、デフォルトの VDCリソーステンプレートで指定される制限
以外のリソース制限を使用できます。

VDCリソーステンプレートでリソース制限を設定しない場合は、このリソースのデフォルトの制
限は、デフォルトの VDCリソーステンプレートに指定された制限と同じとなります。

マルチキャストおよびユニキャストルートメモリリソースの上限および下限に対して設定でき

る値は 1つだけです。下限を指定した場合、上限および下限の両方に対してその値が設定され、
上限は無視されます。上限だけを指定した場合、上限および下限の両方に対してその値が設定さ

れます。

物理デバイス上で、最大 2つの SPANモニタリングセッションを保有できます。

デフォルトのリソーステンプレートの設定は、変更できません。

手順

ステップ 1 switch# configure terminal
グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)# vdc resource templatevdc-template-name
VDCリソーステンプレート名を指定し、VDCリソーステンプレートコンフィギュレーション
モードを開始します。名前は最大 32文字の英数字で、大文字と小文字は区別されません。

ステップ 3 switch(config-vdc-template)# limit-resource m4route-mem [minimummin-value] maximummax-value
IPv4マルチキャストルートメモリの制限をメガバイト単位で指定します。有効な範囲は 1～ 90
です。
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ステップ 4 switch(config-vdc-template)# limit-resource m6route-mem [minimummin-value] maximummax-value
IPv6マルチキャストルートメモリの制限をメガバイト単位で指定します。有効な範囲は 3～ 20
です。

ステップ 5 switch(config-vdc-template)# limit-resource monitor-session minimummin-valuemaximum {max-value |
equal-to-min}
SPANモニタセッションリソースの制限を指定します。デフォルトの最小値は 0です。デフォル
トの最大値は 2です。有効な範囲は 0～ 2です。equal-to-minキーワードを指定すると、最大値が
最小値と同じ値に自動的に設定されます。

物理デバイス上で、最大 2つの SPANモニタリングセッションを保有できま
す。

（注）

ステップ 6 switch(config-vdc-template)# limit-resource port-channel minimummin-valuemaximum {max-value |
equal-to-min}
ポートチャネルの制限を指定します。デフォルトの最小値は 0です。デフォルトの最大値は 768
です。有効な範囲は 0～ 768です。equal-to-minキーワードを指定すると、最大値が最小値と同
じ値に自動的に設定されます。

ステップ 7 switch(config-vdc-template)# limit-resource u4route-mem [minimummin-value] maximummax-value
IPv4ユニキャストルートメモリの制限をメガバイト単位で指定します。範囲は、1～ 250です。

ステップ 8 switch(config-vdc-template)# limit-resource u6route-mem [minimummin-value] maximummax-value
IPv6ユニキャストルートメモリの制限をメガバイト単位で指定します。範囲は 1～ 100です。

ステップ 9 switch(config-vdc-template)# limit-resource vrf minimummin-valuemaximum {max-value | equal-to-min}
VRFの制限を指定します。範囲は、2～ 1000です。equal-to-minキーワードを指定すると、最大
値が最小値と同じ値に自動的に設定されます。

ステップ 10 switch(config-vdc-template)# exit
VDCテンプレートコンフィギュレーションモードを終了します。

ステップ 11 （任意） switch(config)# show vdc resource template
VDCテンプレートの設定情報を表示します。

ステップ 12 （任意） switch(config)# copy running-config startup-config
リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーして、変更を継続的に保存します。

VDC リソーステンプレートの設定確認
VDCリソーステンプレートの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションの VDC情報を表
示します。

show running-config {vdc | vdc-all}
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目的コマンド

VDCテンプレートの設定内容を表示します。show vdc resource template [template-name]

このコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device
Context Command Reference』を参照してください。

VDC リソーステンプレートのコンフィギュレーションの
例

次の例は、VDCリソーステンプレートを設定する方法を示したものです。

vdc resource template TemplateA
limit-resource port-channel minimum 4 maximum 128
limit-resource span-ssn minimum 1 maximum equal-to-min
limit-resource vlan minimum 32 maximum 1024
limit-resource vrf minimum 32 maximum 1000

VDC リソーステンプレートの関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing
Command Reference』

Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device
Context Command Reference』

VDCコマンド

VDC リソーステンプレートの機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 5：VDC リソーステンプレートの機能履歴

機能情報リリース機能名

Cisco NX-OS Release 6.1(3)からの変更は
ありません。

6.2(2)VDCリソーステンプレー
ト

Cisco NX-OS Release 6.0(1)からの変更は
ありません。

6.1(3)VDCリソーステンプレー
ト
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機能情報リリース機能名

Cisco NX-OS Release 5.2からの変更はあ
りません。

6.0(1)VDCリソーステンプレー
ト

Cisco NX-OS Release 5.1からの変更はあ
りません。

5.2(1)VDCリソーステンプレー
ト

Cisco NX-OS Release 5.0からの変更はあ
りません。

5.1(1)VDCリソーステンプレー
ト

最小値および最大値の範囲が変更されま

した。

5.0(2)IPv4マルチキャストルー
トメモリリソース

最小値および最大値の範囲が変更されま

した。

5.0(2)IPv6マルチキャストルー
トメモリリソース

最小値および最大値の範囲が変更されま

した。

5.0(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

最小値および最大値の範囲が変更されま

した。

5.0(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース

最小値および最大値の範囲が変更されま

した。

5.0(2)VRFリソース

Cisco NX-OS Release 4.1(2)からの変更は
ありません。

4.2(1)VDCリソーステンプレー
ト

デフォルトの最大値を 256から 8に変更4.1(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 4に変更4.1(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース

IPv4および IPv6マルチキャストルート
メモリリソースを追加

4.1(2)マルチキャストルートメ

モリリソース

デフォルトの最大値を 256から 768に変
更

4.1(2)ポートチャネルリソース

デフォルトの最大値を 256から 320に変
更

4.0(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 192に変
更

4.0(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース
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第 5 章

VDC の作成

この章では、CiscoNX-OSデバイス上で仮想デバイスコンテキスト（VDC）を作成する方法につ
いて説明します。

• 機能情報の確認, 39 ページ

• VDCの作成についての情報, 40 ページ

• VDCのライセンス要件, 45 ページ

• VDCの作成に関する前提条件, 46 ページ

• VDCの作成に関する注意事項および制約事項, 47 ページ

• VDC作成のデフォルト設定, 48 ページ

• VDCの作成プロセス, 48 ページ

• VDCの作成, 49 ページ

• VDCの初期化, 52 ページ

• VDC設定の確認, 53 ページ

• イーサネット VDCの作成および初期化のコンフィギュレーションの例, 54 ページ

• デフォルトおよびデフォルト以外の VDCのコンフィギュレーションの例, 56 ページ

• VDCの作成の関連資料, 56 ページ

• VDCの作成の機能履歴, 57 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス
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トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。

VDC の作成についての情報
Cisco NX-OSでは、network-adminロールを持つユーザだけが VDCを作成できます。

CiscoNX-OSRelease 5.2(1)から、CiscoNexus 7000シリーズデバイス上で FCoE（Fibre Channel over
Ethernet）を実行できるようになりました。FCoEを実行するために、ストレージVDCを作成する
必要があります。ストレージ VDCをデフォルト VDCにすることはできません。デバイスに設定
できるストレージVDCは1つだけです。FCoEの設定については、『CiscoNX-OSFCoEConfiguration
Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降、スーパーバイザ 2eモジュールは新しい Cisco Nexus 7718スイッ
チおよび Cisco Nexus 7710スイッチをサポートします。これらのスイッチは F2eラインカードだ
けをサポートします。詳細については、『CiscoNexus 7000 Series Hardware Installation and Reference
Guide』を参照してください。

ストレージ VDC
ストレージVDCは、デフォルト以外のVDCの1つで、ライセンスが必要です。ただし、モジュー
ルのFCoE機能をイネーブルにするためにインストールされるFCoEライセンスに依存しているた
め、ストレージVDCはVDCライセンスが必要ではありません。Nexus 7000シリーズデバイスの
Cisco NX-OS Release 5.2(1)以降では、特定のリリースバージョンに応じて、F1、F2、および F2e
シリーズモジュールで FCoEを実行できます。FCoEを実行するために、個別のストレージ VDC
を作成できます。ストレージ VDCはデバイスに 1つだけ保有できます。デフォルト VDCをスト
レージ VDCとして設定することはできません。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降では、専用モードであれ共有モードであれ、任意の VDCで F1
およびF2シリーズモジュールの相互運用性はサポートされません。CiscoNX-OSRelease6.2(2)
以降のリリースでインサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）中にストレージ VDC
のサポート対象ラインカードとして F1および F2シリーズモジュールを設定した場合、シス
テムの不要な停止を回避するために、ISSUの前に、limit-resource module-typeコマンド（詳細
については、「VDCリソース制限の変更」セクションを参照）を使ってストレージVDCを再
設定します。

（注）

ストレージ VDCを作成したら、指定した FCoE VLANを割り当てます。最後に、専用の FCoEイ
ンターフェイスとして、またはイーサネットと FCoE両方のトラフィックを伝送できる共有イン
ターフェイスとして、CiscoNexus7000シリーズデバイスにインターフェイスを設定します。FCoE
の設定については、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS
9500』を参照してください。
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高可用性ポリシー

VDCのハイアベイラビリティ（HA）ポリシーは、回復不可能なVDC障害が発生した場合にCisco
NX-OSソフトウェアによって実行される処理を定義します。

HAポリシーは、VDCの作成時に、シングルスーパーバイザモジュールまたはデュアルスーパー
バイザモジュール構成に対して指定できます。HAポリシーのオプションは次のとおりです。

•シングルスーパーバイザモジュール構成：

◦停止（Bringdown）：VDCを障害状態に移行します。

◦リロード（Reload）：スーパーバイザモジュールをリロードします。

◦リスタート（Restart）：VDCプロセスとインターフェイスをいったん削除し、スタート
アップコンフィギュレーションを使用して再起動します。

•デュアルスーパーバイザモジュール構成：

◦停止（Bringdown）：VDCを障害状態に移行します。

◦リスタート（Restart）：VDCプロセスとインターフェイスをいったん削除し、スタート
アップコンフィギュレーションを使用して再起動します。

◦スイッチオーバー（Switchover）：スーパーバイザモジュールのスイッチオーバーを開
始します。

作成した、デフォルト以外の VDCに対するデフォルトの HAポリシーは、シングルスーパーバ
イザモジュール構成の場合は再起動、デュアルスーパーバイザモジュール構成の場合はスイッ

チオーバーです。デフォルト VDCに対するデフォルトの HAポリシーは、シングルスーパーバ
イザモジュール構成の場合はリロード、デュアルスーパーバイザモジュール構成の場合はスイッ

チオーバーです。

インターフェイスの割り当て

ストレージ VDCと FCoEでインターフェイスを割り当てる詳細については、『Cisco NX-OS
FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

（注）

VDCに割り当てることができる物理リソースは、物理インターフェイスだけです。1つのインター
フェイスは1つのVDCだけに割り当てることができます。ただし、特定のケースとして、ファイ
バチャネルトラフィックとイーサネットトラフィックの両方を伝送する共有インターフェイス

は除きます。共有インターフェイスは、イーサネット VDCとストレージ VDCの両方に割り当て
られます。ある VDCから別の VDCにインターフェイスを移動すると、そのインターフェイスの
設定は失われます。
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VDCを最初に作成する際、そのVDCにインターフェイスを明示的に割り当てることができます。
初期状態では、すべてのインターフェイスはデフォルト VDC（VDC 1）内に配置されています。
VDCに割り当てたインターフェイスは、この特定の VDCだけから表示および設定を行えます。
VDCのインターフェイスを削除するには、このインターフェイスをデフォルトVDCに戻します。

インターフェイスを移動すると、このインターフェイスのすべての設定は失われ、インター

フェイスは停止状態となります。

注意

Nexus 7000シリーズデバイスの Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、インターフェイスの割り当
て時にポートグループのすべてのメンバーがVDCに自動的に割り当てられるようになりまし
た。

（注）

インターフェイスを VDCに割り当てる際は、使用するプラットフォームのハードウェアアーキ
テクチャにも注意する必要があります。任意の組み合わせでインターフェイスを物理デバイスに

割り当てることができます。

Cisco NX-OS Release 6.1以降では、次のM2シリーズモジュールが Cisco Nexus 7000シリーズプ
ラットフォームでサポートされます。

• 24ポート 10G（N7K-M224XP-23L）

• 6ポート 40G（N7K-M206FQ-23L）

• 2ポート 100G（N7K-M202-CF-22L）

M2シリーズモジュールにはポートグループの制限はありません。M2シリーズモジュール上
のどのポートも任意の VDCに配置できます。

（注）

表 6：Cisco Nexus 7000 シリーズ 32 ポート、10 Gbps イーサネットモジュール N7K-M132XP-12 におけるポート
グループのポート番号

ポート番号ポートグループ

1、3、5、7グループ 1

2、4、6、8グループ 2

9、11、13、15グループ 3

10、12、14、16グループ 4

17、19、21、23グループ 5
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ポート番号ポートグループ

18、20、22、24グループ 6

25、27、29、31グループ 7

26、28、30、32グループ 8

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート、10 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F132XP-15では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。このモ

ジュールには、それぞれ 2つのポートで構成される 16のポートグループがあります。指定され
たポートペアを同一の VDCに割り当てる必要があります。次の表は、ポートグループのポート
番号を示しています。

表 7：Cisco Nexus 7000 シリーズ 32 ポート、10 Gbps イーサネットモジュール N7K-F132XP-15 におけるポート
グループのポート番号

ポート番号ポートグループ

1および 2グループ 1

3および 4グループ 2

5および 6グループ 3

7および 8グループ 4

9および 10グループ 5

11および 12グループ 6

13および 14グループ 7

15および 16グループ 8

17および 18グループ 9

19および 20グループ 10

21および 22グループ 11

23および 24グループ 12

25および 26グループ 13

27および 28グループ 14
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ポート番号ポートグループ

29および 30グループ 15

31および 32グループ 16

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート、10 GbpsイーサネットモジュールN7K-F248XP-25[E]および
N7K-F248XT-25[E]では、指定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当て
る必要があります。これらのモジュールには、それぞれ 4つのポートで構成される 12のポート
グループがあります。1つのポートグループに含まれる 4つのポートすべてを同一のVDCに割り
当てる必要があります。次の表は、ポートグループのポート番号を示しています。

表 8：Cisco Nexus 7000 シリーズ 10-Gbps イーサネットモジュール N7K-F248XP-25[E] と N7K-F248XT-25[E] および
Cisco Nexus 7700 シリーズ 48-Port 1 と 10-Gbps イーサネットモジュール N77-F248XP-23E のポートグループの
ポート番号

ポート番号ポートグループ

1、2、3、4グループ 1

5、6、7、8グループ 2

9、10、11、12グループ 3

13、14、15、16グループ 4

17、18、19、20グループ 5

21、22、23、24グループ 6

25、26、27、28グループ 7

29、30、31、32グループ 8

33、34、35、36グループ 9

37、38、39、40グループ 10

41、42、43、44グループ 11

45、46、47、48グループ 12

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート、10 Gbpsイーサネットモジュールのポートグループの詳細
については、『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してくだ
さい。
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VDC の管理接続
Cisco NX-OSソフトウェアは、各VDCの帯域外管理用に、仮想管理（mgmt 0）インターフェイス
を備えています。このインターフェイスは、物理mgmt0インターフェイスからアクセスする個別
の IPアドレスを使用して設定できます。また、物理デバイス上のいずれかのイーサネットイン
ターフェイスを使用して、帯域内管理を行うこともできます。

新規 VDC の初期化
新規のVDCは、新規の物理デバイスと似ています。VDC管理者のユーザアカウントパスワード
を設定し、VDCとの接続を確立するための基本設定を行う必要があります。

VDC のライセンス要件
ライセンスがない場合は、次の制約事項によって追加の VDCが作成できなくなります。

•デフォルト VDCしか存在できず、他の VDCは作成できません。

•サポートされているすべてのスーパーバイザモジュールで、デフォルトVDCを管理VDCと
してイネーブルにすると、デフォルト以外の VDCは 1つしかイネーブルにできません。

次の表に、VDCのライセンス要件を示します。

表 9：VDC のライセンス要件

ライセンス要件VDC の数スーパーバイザモ

ジュール

スーパーバイザ1モジュールでは、アドバンス
ドサービスパッケージライセンスおよびVDC
ライセンスを互換的に使用できます。VDC1が
デフォルト VDCの場合、スーパーバイザ 1モ
ジュールでは最大3個のデフォルト以外のVDC
を作成できます。VDC1が管理 VDCの場合、
最大 4個のデフォルト以外の VDCを作成でき
ます。

3個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個のデフォ
ルトVDCまたは 4個のデ
フォルト以外のVDCおよ
び 1個の管理 VDC

スーパーバイザ 1モ
ジュール
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ライセンス要件VDC の数スーパーバイザモ

ジュール

スーパーバイザ2モジュールでは、アドバンス
ドサービスパッケージライセンスおよびVDC
ライセンスを互換的に使用できます。スーパー

バイザ 2モジュールでは、最大 4個のデフォル
ト以外の VDCおよび 1個の管理 VDCを作成
できます。VDC1がデフォルト VDCの場合、
最大 3個のデフォルト以外の VDCを作成でき
ます。

4個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個の管理
VDC

スーパーバイザ 2モ
ジュール

スーパーバイザ 2eモジュールでは、最大 2つ
のVDCライセンスを使用できます。VDCライ
センスはそれぞれ 4個の VDCをカバーしてい
ます。スーパーバイザ 2eモジュールでは、最
大 8個のデフォルト以外の VDCおよび 1個の
管理 VDCを作成できます。VDC1がデフォル
ト VDCの場合、最大 7個のデフォルト以外の
VDCを作成できます。

CiscoNX-OSライセンス方式の詳細と、ライセ
ンスの取得および適用の方法については、

『Cisco Nexus 7000 Verified Scalability Guide』お
よび『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照し
てください。

8個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個の管理
VDC

スーパーバイザ 2e
モジュール

VDC の作成に関する前提条件
VDC設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•標準VDCは、インターフェイス、VLAN、仮想ルーティングおよび転送（VRF）テーブル、
またはポートチャネルを共有できません。

• network-adminロールを持つユーザだけが VDCを作成できます。

•次の注意事項と制約事項は、switchto vdcコマンドに適用されます。

◦ network-adminまたは network-operatorのロールを持つユーザだけが switchto vdcコマン
ドを使用できます。他のユーザは使用することができません。

◦ユーザは、別のロールに switchto vdcコマンドを使用する権限を付与できません。

◦ network-adminのユーザは、switchto vdcコマンドを使用すると、新規 VDCに対する
vdc-adminになります。同様に network-operatorのユーザは、switchto vdcコマンドを使
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用すると、新規 VDCに対する vdc-operatorになります。switchto vdcコマンドを入力し
た後は、ユーザに関連付けられている他のロールはすべて無効になります。

◦ network-adminまたは network-operatorのユーザは、switchto vdcコマンドを使用すると、
このコマンドを使用して別の VDCに切り替えることはできません。唯一のオプション
として、元の VDCに戻すための switchbackコマンドを使用できます。

• CiscoNX-OSRelease 6.2.2では個別のF2eシリーズVDCタイプが導入されました。F2eシリー
ズのサポートをイネーブルにするにはこのタイプを入力する必要があります。Cisco NX-OS
Release 6.1では、F2 VDCタイプは F2と F2eシリーズモジュールの両方をサポートします。

• F2シリーズモジュールは、F2eシリーズモジュールと同じ VDCで共存することができま
す。F2シリーズモジュールは他のモジュールタイプとはVDCで共存できません。この制約
は、LANとストレージVDCの両方に当てはまります。モジュールタイプの制限と条件の詳
細情報については、「VDCの管理」の章を参照してください。

• F2eおよび F2シリーズモジュールは、スーパーバイザ 2およびスーパーバイザ 2eモジュー
ルでのみ FCoEをサポートします。

•特定の VDCの F2および F3シリーズモジュールは、OTVをサポートしません。

•特定の VDCの F2および F3シリーズモジュールは、VPNルーティングおよび転送（VRF）
インスタンスが F2と F3シリーズモジュールにまたがっている場合、64,000ユニキャスト
エントリをサポートしません。

VDC の作成に関する注意事項および制約事項
VDC設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•標準VDCは、インターフェイス、VLAN、仮想ルーティングおよび転送（VRF）テーブル、
またはポートチャネルを共有できません。

• network-adminロールを持つユーザだけが VDCを作成できます。

•次の注意事項と制約事項は、switchto vdcコマンドに適用されます。

◦ network-adminまたは network-operatorのロールを持つユーザだけが switchto vdcコマン
ドを使用できます。他のユーザは使用することができません。

◦ユーザは、別のロールに switchto vdcコマンドを使用する権限を付与できません。

◦ network-adminのユーザは、switchto vdcコマンドを使用すると、新規 VDCに対する
vdc-adminになります。同様に network-operatorのユーザは、switchto vdcコマンドを使
用すると、新規 VDCに対する vdc-operatorになります。switchto vdcコマンドを入力し
た後は、ユーザに関連付けられている他のロールはすべて無効になります。

◦ network-adminまたは network-operatorのユーザは、switchto vdcコマンドを使用すると、
このコマンドを使用して別の VDCに切り替えることはできません。唯一のオプション
として、元の VDCに戻すための switchbackコマンドを使用できます。
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• CiscoNX-OSRelease 6.2.2では個別のF2eシリーズVDCタイプが導入されました。F2eシリー
ズのサポートをイネーブルにするにはこのタイプを入力する必要があります。Cisco NX-OS
Release 6.1では、F2 VDCタイプは F2と F2eシリーズモジュールの両方をサポートします。

• F2シリーズモジュールは、F2eシリーズモジュールと同じ VDCで共存することができま
す。F2シリーズモジュールは他のモジュールタイプとはVDCで共存できません。この制約
は、LANとストレージ VDCの両方に当てはまります。

• F2eおよび F2シリーズモジュールは、スーパーバイザ 2およびスーパーバイザ 2eモジュー
ルでのみ FCoEをサポートします。

• OTV機能は、F2および F3シリーズの両方のモジュールからのインターフェイスが特定の
VDCに割り当てられている場合は使用できません。

•特定の VDCの F2および F3シリーズモジュールは、VPNルーティングおよび転送（VRF）
インスタンスが F2と F3シリーズモジュールにまたがっている場合、64,000ユニキャスト
エントリをサポートしません。

•すべての VDCに対する N7Kにまたがるポートチャネルの最大数は 768です（FEXポート
チャネルを含む（作成されている場合））。

VDC 作成のデフォルト設定
表 10：VDC パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ（Parameters）

reload（シングルスーパーバイザモジュール構
成の場合）

switchover（デュアルスーパーバイザモジュー
ル構成の場合）

デフォルトの VDC HAポリシー

reload（シングルスーパーバイザモジュール構
成の場合）

switchover（デュアルスーパーバイザモジュー
ル構成の場合）

デフォルト以外の VDC HAポリシー

使用可能な最初の番号VDC ID

VDC の作成プロセス
VDCを作成するには、次の作業を行います。
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手順

ステップ 1 必要に応じて、VDCリソーステンプレートを作成します

ステップ 2 VDCを作成し、インターフェイスを割り当てます

ステップ 3 VDCを初期化します

• VDCへのインターフェイスの割り当ては省略可能です。VDC設定を確認してからインター
フェイスを割り当てることもできます。

• FCoEタイプの VDCを作成する場合、デフォルト以外の VDCの作成時にタイプストレージ
コマンドを入力する必要があります。後で指定することはできません。また、指定された

VLANを、ストレージVDCだけで動作するFCoEVLANとして割り当てる必要があります。
FCoEの実装とインターフェイスの割り当てに関する詳細については、『Cisco NX-OS FCoE
Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

• FCoEは、スーパーバイザ 1モジュールを搭載した F1シリーズモジュールでイネーブルでき
ます。また FCoEは、スーパーバイザ 2およびスーパーバイザ 2eモジュールを搭載した F1
シリーズモジュールおよび F248XP-25 [E]シリーズでイネーブルにできます。

• FCoEは、スーパーバイザ 1モジュールを搭載した F2および F2eシリーズモジュールではイ
ネーブルにできません。

VDC の作成
はじめる前に

VDCを使用する前に、VDCを作成する必要があります。

VDCの作成には、完了まで数分かかることがあります。作成要求の完了を確認するには、show
vdcコマンドを使用します。

（注）

ネットワーク管理者としてデフォルトまたは管理 VDCにログインします。

デフォルトのVDCリソーステンプレートで指定されたもの以外のリソース制限を使用するには、
必要な VDCリソーステンプレートを選択します。

Cisco Nexus 7000 シリーズ仮想デバイスコンテキスト構成ガイド
49

VDC の作成
VDC の作成



FCoEタイプの VDCを作成する場合、デフォルト以外の VDCの作成時にタイプストレージ
コマンドを入力する必要があります。後で指定することはできません。FCoE VLANおよびイ
ンターフェイスをストレージ VDCに割り当てる詳細については、『Cisco NX-OS FCoE
Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

VDCを作成し、VDCコンフィギュレーションモードを開
始します。次のキーワードと引数があります。

switch(config)# vdc {switch
| vdc-name} [ha-policy
{dual-sup {bringdown |

ステップ 2   

• switch：デフォルト VDCを指定します。VDC番号 1
は、デフォルト VDC用に予約されています。

restart | switchover}
[single-sup {bringdown |
reload | restart}] [id

• vdc-name：デフォルト以外の VDCを指定します。こ
の VDCの名前には最大 32文字まで指定できます。

vdc-number] [template
template-name] [template

VDC名の先頭は数字にできません。デフォルト以外template-name] [type
storage] の VDC番号は、2～ 9です。デフォルト以外の VDC

を作成する場合には次に使用可能な数字が割り当てら

れます。

• ha-policy dual-sup：

◦ bringdown：VDCを障害状態に移行します。

◦ restart：VDCプロセスとインターフェイスをいっ
たん停止し、スタートアップコンフィギュレー

ションを使用して再起動します。

◦ switchover：（デフォルト）スーパーバイザモ
ジュールのスイッチオーバーを開始します。

• ha-policy single-sup：

◦ bringdown：VDCを障害状態に移行します。

◦ reload：スーパーバイザモジュールをリロード
します。

◦ restart：（デフォルト）VDCプロセスとインター
フェイスをいったん停止し、スタートアップコ

ンフィギュレーションを使用して再起動します。

• id：VDC IDを指定します。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

• template：VDCリソーステンプレートを指定します。
特に指定しない場合は、デフォルトのリソーステン

プレートが使用されます。

• type storage：デフォルト以外の VDCをストレージ
VDCとして指定します。

デフォルト以外の VDCを作成する場合、
type storageキーワードを入力する必要があ
ります。このキーワードは、作成後には指

定できません。FCoEの設定については、
『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for
Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参
照してください。

（注）

（任意）

1つのインターフェイスを VDCに割り当てます。
switch(config-vdc)# [no]
allocate interface ethernet
slot/port

ステップ 3   

slot/port引数は、割り当てるインターフェイスを指定しま
す。インターフェイスをVDCから除外して未割り当てプー
ルに置くには、noコマンドオプションを使用します。

（任意）

同一モジュール上の一連のインターフェイスを VDCに割
り当てます。

switch(config-vdc)# [no]
allocate interface ethernet
slot/port - last-port

ステップ 4   

slot引数はスロットを指定し、port引数は割り当てている
範囲の最初のインターフェイスを指定し、last-port引数は
範囲の最後のインターフェイスを指定します。

（任意）

リストしたインターフェイスを VDCに割り当てます。
switch(config-vdc)# [no]
allocate interface ethernet
slot/port, ethernet slot/port,

ステップ 5   

slot/port引数は、割り当てるインターフェイスを指定しま
す。デリミタとしてカンマを使用して複数のインターフェ

イスを指定できます。

（任意）

VDCのインターフェイスメンバーシップを表示します。
switch(config-vdc)# show
vdc membership

ステップ 6   

（任意）

VDCの共有インターフェイスメンバーシップを表示しま
す。

switch(config-vdc)# show
vdc shared membership

ステップ 7   

VDCコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config-vdc)# exitステップ 8   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）

VDC状態の情報を表示します。
switch(config)# show vdcステップ 9   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションにコピーし

て、変更を継続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステッ

プ 10   

VDCの作成後は、デフォルト VDCの実行コン
フィギュレーションをスタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーする必要があります。

これは、VDCユーザが新規VDCの実行コンフィ
ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

レーションにコピーできるようにするためです。

（注）

VDC の初期化
新規作成した VDCは、新規の物理デバイスと似ています。VDCにアクセスするには、最初に初
期化する必要があります。初期化プロセスでは、VDC管理者ユーザアカウントパスワードの設
定、および任意のセットアップスクリプトの実行を行います（「イーサネット VDCの作成およ
び初期化のコンフィギュレーションの例」セクションを参照してください）。セットアップスク

リプトを使用すると、ユーザアカウントの追加作成や、管理インターフェイスの設定など、基本

的な設定作業を実行しやすくなります。

デフォルト以外のVDCにおけるVDC管理者ユーザアカウントは、デフォルトVDCのネット
ワーク管理者ユーザアカウントとは異なります。VDC管理者ユーザアカウントは、独自のパ
スワードおよびユーザロールを保持します。

（注）

はじめる前に

•ネットワーク管理者としてデフォルトまたは管理 VDCにログインします。

• VDCの帯域外管理を使用するには、管理インターフェイス（mgmt 0）用に IPv4または IPv6
アドレスを取得します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

VDCに切り替えます。switch# switchto vdcvdc-nameステップ 1   

（任意）

現在の VDC番号を表示します。
switch-NewVDC# show vdc current-vdcステップ 2   

VDC 設定の確認
VDCの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションの VDC情報を表
示します。

show running-config {vdc | vdc-all}

VDC設定情報を表示します。show vdc [vdc-name]

多くの VDCパラメータの詳細を表示します。show vdc detail

現在の VDC番号を表示します。show vdc current-vdc

VDCのインターフェイスメンバーシップ情報
を表示します。

show vdc membership [status]

VDCテンプレートの設定内容を表示します。show vdc resource template

現在のVDCに対するVDCリソース設定を表示
します。

show resource

すべてのVDCに対するVDCリソース設定を表
示します。

show vdc [vdc-name] resource [resource-name]

特定の VDCのMACアドレスを表示します。show mac vdc {vdc-id}

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual
Device Context Command Reference』を参照してください。
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イーサネット VDC の作成および初期化のコンフィギュ
レーションの例

Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、Cisco Nexusシリーズ 7000デバイス上で FCoEを実行できるよう
になりました。FCoEを実行するために、個別のストレージ VDCを作成する必要があります。ス
トレージVDCの設定の例については、『CiscoNX-OSFCoEConfigurationGuide forCiscoNexus 7000
and Cisco MDS 9500』を参照してください。

次の例に、VDCを作成および初期化する方法を示します。
switch# config t
switch(config)# vdc test
switch(config-vdc)# allocate interface ethernet 2/46
Moving ports will cause all config associated to them in source vdc to be removed. Are you
sure you want to move the ports? [yes] yes
switch(config-vdc)# exit
switch(config)# switchto vdc test

---- System Admin Account Setup ----
Do you want to enforce secure password standard (yes/no) [y]: y
Enter the password for "admin":<password>
Confirm the password for "admin":<password>

---- Basic System Configuration Dialog ----
This setup utility will guide you through the basic configuration of
the system. Setup configures only enough connectivity for management
of the system.
Please register Cisco Nexus7000 Family devices promptly with your
supplier. Failure to register may affect response times for initial
service calls. Nexus7000 devices must be registered to receive
entitled support services.
Press Enter at anytime to skip a dialog. Use ctrl-c at anytime
to skip the remaining dialogs.
Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): yes
Create another login account (yes/no) [n]: n
Configure read-only SNMP community string (yes/no) [n]: n
Configure read-write SNMP community string (yes/no) [n]: n
Enter the switch name : Test
Continue with Out-of-band (mgmt0) management configuration? (yes/no) [y]:

Mgmt0 IPv4 address : 10.10.5.5
Mgmt0 IPv4 netmask : 255.255.254.0
Configure the default gateway? (yes/no) [y]: y
IPv4 address of the default gateway : 10.10.5.1
Configure advanced IP options? (yes/no) [n]:
Enable the telnet service? (yes/no) [y]:
Enable the ssh service? (yes/no) [n]: y
Type of ssh key you would like to generate (dsa/rsa/rsa1) : rsa
Number of key bits <768-2048> : 768
Configure the ntp server? (yes/no) [n]:
Configure default switchport interface state (shut/noshut) [shut]:
Configure default switchport trunk mode (on/off/auto) [on]:
The following configuration will be applied:
switchname Test
interface mgmt0
ip address 10.10.5.5 255.255.254.0
no shutdown
exit
vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.10.5.1
exit
telnet server enable
ssh key rsa 768 force
ssh server enable
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system default switchport shutdown
system default switchport trunk mode on
Would you like to edit the configuration? (yes/no) [n]:
Use this configuration and save it? (yes/no) [y]:

[########################################] 100%

Cisco Data Center Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2007, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained herein are owned by
other third parties and are used and distributed under license.
Some parts of this software may be covered under the GNU Public
License or the GNU Lesser General Public License. A copy of
each such license is available at
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html and
http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html
switch-test# exit
switch

次の例に、スイッチブートアップ時に管理 VDCを選択するプロンプトを示します。
n7k-ts-2# show vdc
vdc_id vdc_name state mac
------ -------- ----- ----------
1 n7k-ts-2 active 00:22:55:7a:72:c1
2 c2 active 00:22:55:7a:72:c2
3 d2 active 00:22:55:7a:72:c3 <----! current name is 'd2'
4 dcn-sv active 00:22:55:7a:72:c4

n7k-ts-2# switchto vdc d2

n7k-ts-2-d2(config)# hostname d2-new

n7k-ts-2-d2-new# 2010 Mar 16 18:40:40 n7k-ts-2-d2-new %$ VDC-3 %$
%VSHD-5-VSHD_SYSLOG_CONFIG_I: Configured from vty by on console0

n7k-ts-2-d2-new# exit

n7k-ts-2# show vdc

vdc_id vdc_name state mac
------ -------- ----- ----------
1 n7k-ts-2 active 00:22:55:7a:72:c1
2 c2 active 00:22:55:7a:72:c2
3 d2-new active 00:22:55:7a:72:c3 <-----!!! VDC name changed
4 dcn-sv active 00:22:55:7a:72:c4

n7k-ts-2# show running-config vdc
!Command: show running-config vdc
vdc d2-new id 3 <------------------ VDC name changed!!!!
allocate interface
Ethernet1/1-9,Ethernet1/11,Ethernet1/13,Ethernet1/15,Ethern
et1/25,Ethernet1/27,Ethernet1/29,Ethernet1/31
allocate interface Ethernet2/2-12
boot-order 1
limit-resource vlan minimum 16 maximum 4094
limit-resource monitor-session minimum 0 maximum 2
limit-resource vrf minimum 16 maximum 200
limit-resource port-channel minimum 0 maximum 768
limit-resource u4route-mem minimum 8 maximum 8
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デフォルトおよびデフォルト以外の VDC のコンフィギュ
レーションの例

デフォルト VDC からの実行コンフィギュレーションの例
次に、デフォルト VDCの実行コンフィギュレーションから、デフォルト以外の VDCを設定する
例を示します。

vdc payroll id 2
limit-resource vlan minimum 16 maximum 4094
limit-resource monitor-session minimum 0 maximum 2
limit-resource vrf minimum 16 maximum 1000
limit-resource port-channel minimum 0 maximum 192
limit-resource u4route-mem minimum 8 maximum 80
limit-resource u6route-mem minimum 4 maximum 48

デフォルト以外の VDC からの実行コンフィギュレーションの例
次に、デフォルト以外の VDCからの初期実行コンフィギュレーションの例を示します。
version 4.0(1)
username admin password 5 $1$/CsUmTw5$/.3SZpb8LRsk9HdWAsQ501 role vdc-admin
telnet server enable
ssh key rsa 768 force
aaa group server radius aaa-private-sg
use-vrf management

snmp-server user admin vdc-admin auth md5 0x061d8e733d8261dfb2713a713a95e87c priv
0x061d8e733d8261dfb2713a713a95e87c localizedkey
vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.10.5.1

interface Ethernet2/46

interface mgmt0
ip address 10.10.5.5/23

VDC の作成の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing
Command Reference』

Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation
and Reference Guide』

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート 10 Gbps
イーサネットモジュール

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device
Context Command Reference』

VDCコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS FCoECommand Reference for Cisco
Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

FCoEコマンド

VDC の作成の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 11：VDC の作成の機能履歴

機能情報リリース機能名

スーパーバイザ 2eモジュールの Cisco
Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus
7718スイッチのサポートが追加されまし
た。

6.2(2)Cisco Nexus 7710スイッチ
およびCisco Nexus 7718ス
イッチ

スーパーバイザ1モジュールの管理VDC
のサポートが追加されました。

6.2(2)スーパーバイザ1モジュー
ルの管理 VDC

シャーシでF2eシリーズモジュール（新
しい設定可能な VDCモジュールタイプ
で、F2 VDCモジュールタイプとは個別
で独立している）をイネーブルにする機

能が追加されました。

6.2(2)F2eシリーズモジュール

F2eシリーズモジュールでストレージ
VDCのサポートが追加されました。

6.1(2)F2eシリーズモジュール

新しいスーパーバイザモジュールのサ

ポート、VDCの数、F2シリーズモ
ジュールのストレージVDCのサポート、
およびスーパーバイザ 2と追加 VDCの
VDCライセンス要件を追加しました。

6.1(1)スーパーバイザモジュー

ル、VDCの数、および
VDCライセンス

F2シリーズモジュールのサポートが追
加されました。

6.0(1)F2シリーズモジュール

Cisco NX-OS Release 5.2からの変更はあ
りません。

6.0(1)VDCの作成

ストレージ VDCおよび FCoE機能のサ
ポートが追加されました。

5.2(1)FCoE
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機能情報リリース機能名

N7K-F132XP-15モジュールのサポートが
追加されました。

5.1(1)N7K-F132XP-15モジュー
ル

Cisco NX-OS Release 4.1(2)からの変更は
ありません。

4.2(1)VDCの作成

デフォルトの最大値を 256から 8に変更4.1(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 4に変更4.1(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース

IPv4および IPv6マルチキャストルート
メモリリソースを追加

4.1(2)マルチキャストルートメ

モリリソース

デフォルトの最大値を 256から 768に変
更

4.1(2)ポートチャネルリソース

デフォルトの最大値を 256から 320に変
更

4.0(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 192に変
更

4.0(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース
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第 6 章

VDC の管理

この章では、CiscoNX-OSデバイス上で仮想デバイスコンテキスト（VDC）を管理する方法につ
いて説明します。

• 機能情報の確認, 59 ページ

• VDCの管理についての情報, 60 ページ

• VDCのライセンス要件, 68 ページ

• VDCの管理に関する前提条件, 69 ページ

• VDCの管理に関する注意事項および制約事項, 69 ページ

• VDCの管理, 71 ページ

• VDC設定の確認, 90 ページ

• VDC管理の設定例, 91 ページ

• VDCの管理の関連資料, 91 ページ

• VDCの管理の機能履歴, 92 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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VDC の管理についての情報
VDCの作成後は、インターフェイスの割り当てや VDCリソース制限のほか、シングルスーパー
バイザおよびデュアルスーパーバイザのハイアベイラビリティ（HA）ポリシーを変更できます。
物理デバイス上のすべてのVDCの実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ
レーションに保存することもできます。

F3モジュールのポートでは、次のインスタンスの場合に、L1および L2エラー（シンボルエ
ラー、FCSエラー、CRCエラーなど）が増加することがあります。
a）リンクがアップしてからダウンする（リンクダウンとリンクアップの間にエラーが増加
し、リンクが完全にアップすると増加は止まります）。

b）リンクはダウンしているが、光ファイバとケーブルがまだ接続されている。

回避策：管理者がすべての未使用ポートをシャットダウンします。

トラフィックの伝送中にこれらのエラーが増加している場合は、光ファイバ、ケーブル、F3
ハードウェア自体に問題がある可能性があるため、Cisco TACに調べてもらう必要がありま
す。

（注）

Cisco NX-OS Release 7.3(0)DX(1)では、次の VDCタイプのサポートを利用できます。

テーブ

ルサイ

ズ

L2
ゲー

ト

ウェ

イ

GTPLISPOTVMPLSFEXVxLANファ

ブ

リッ

クパ

ス

レイ

ヤ 3
レイ

ヤ 2
VDC タ
イプ

M3サ
イズ

YesYesYesYesYesYesYesYesYesYesM3

F3サイ
ズ

NoNoYesYesYesYesYesYesYesYesF3 +
M3

インターフェイスの割り当て

ストレージ VDCと FCoEでインターフェイスを割り当てる詳細については、『Cisco NX-OS
FCoEConfiguration Guide for Cisco Nexus 7000 and CiscoMDS 9500 Guide』を参照してください。

（注）

作成した VDCには、I/Oインターフェイスを割り当てることができます。後から物理デバイスの
配置を変更した場合には、必要に応じてインターフェイスを再割り当てすることもできます。
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Nexus 7000シリーズデバイスの Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、インターフェイスの割り当
て時にポートグループのすべてのメンバーがVDCに自動的に割り当てられるようになりまし
た。

（注）

次のCisco Nexus 7000シリーズイーサネットモジュールには、次の数のポートグループおよびイ
ンターフェイスがあります。

• N7K-M202CF-22L（1個のインターフェイス x 2個のポートグループ = 2個のインターフェイ
ス）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M206FQ-23L（1個のインターフェイス x 6個のポートグループ = 6個のインターフェイ
ス）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M224XP-23L（1個のインターフェイス x 24個のポートグループ = 24個のインターフェ
イス）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M108X2-12L（1個のインターフェイス x 8個のポートグループ = 8個のインターフェイ
ス）：VDC間のインターフェイスの割り当てに制約はありません。

• N7K-M148GS-11（12個のインターフェイス x 4個のポートグループ = 48個のインターフェ
イス）、N7K-M148GS-11L、N7K-M148GT-11、N7K-M148GT-11L（非 L M148と同じ）（1
個のインターフェイス x 48個のポートグループ = 48個のインターフェイス）：VDC間のイ
ンターフェイスの割り当てに制約はありませんが、同じポートグループに属するインター

フェイスは単一の VDCに置くことを推奨します。

• N7K-M132XP-12（4個のインターフェイス x 8個のポートグループ = 32個のインターフェイ
ス）およびN7K-M132XP-12L（非 LM132と同じ）（1個のインターフェイス x 8個のポート
グループ = 8個のインターフェイス）：すべてのM132カードは 4つのポートがあるグルー
プに割り当てる必要があり、8個のポートグループを設定できます。同じポートグループに
属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。このモジュールの例につい
ては、次の図を参照してください。

図 14：Cisco 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール（N7K-M132XP-12）のポートグループでのイン
ターフェイスの割り当て例
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次の表は、ポートグループのポート番号を示しています。

表 12：Cisco Nexus 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール N7K-M132XP-12 におけるポートグループの
ポート番号

ポート番号ポートグループ

1、3、5、7グループ 1

2、4、6、8グループ 2

9、11、13、15グループ 3

10、12、14、16グループ 4

17、19、21、23グループ 5

18、20、22、24グループ 6

25、27、29、31グループ 7

26、28、30、32グループ 8

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート、10 Gbpsイーサネットモジュール N7K-F132XP-15では、指
定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当てる必要があります。このモ

ジュールには、それぞれ 2つのポートで構成される 16個のポートグループがあります（2個のイ
ンターフェイス x 16個のポート = 32個のインターフェイス）。同じポートグループに属するイ
ンターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。
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limit-resource module-typeコマンドは、VDCリソーステンプレートからではなく、VDCコン
フィギュレーションモードからのみ設定できます。

（注）

図 15：Cisco 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール（N7K-F132XP-15）のポートグループでのインター
フェイスの割り当て例

次の表は、ポートグループのポート番号を示しています。

表 13：Cisco Nexus 7000 シリーズ 10 Gbps イーサネットモジュール N7K-F132XP-15 におけるポートグループの
ポート番号

ポート番号ポートグループ

1および 2グループ 1

3および 4グループ 2

5および 6グループ 3

7および 8グループ 4

9および 10グループ 5

11および 12グループ 6

13および 14グループ 7

15および 16グループ 8

17および 18グループ 9

19および 20グループ 10
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ポート番号ポートグループ

21および 22グループ 11

23および 24グループ 12

25および 26グループ 13

27および 28グループ 14

29および 30グループ 15

31および 32グループ 16

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート、10 GbpsイーサネットモジュールN7K-F248XP-25[E]および
N7K-F248XT-25[E]では、指定された組み合わせで物理デバイス上のインターフェイスを割り当て
る必要があります。これらのモジュールには、それぞれ 4つのポートで構成される 12個のポート
グループがあります（4個のインターフェイス x 12個のポートグループ = 48個のインターフェイ
ス）。同じポートグループに属するインターフェイスは同じ VDCに属する必要があります。

図 16： Cisco Nexus 7000 シリーズ 10-Gbps イーサネットモジュール N7K-F248XP-25[E] と N7K-F248XT-25[E] およ
び Cisco Nexus 7700 シリーズ 48-Port 1 と 10-Gbps イーサネットモジュール N77-F248XP-23E のポートグループ
のインターフェイス割り当ての例

次の表は、ポートグループのポート番号を示しています。

表 14：Cisco Nexus 7000 シリーズ 10-Gbps イーサネットモジュール N7K-F248XP-25[E] と N7K-F248XT-25[E] およ
び Cisco Nexus 7700 シリーズ 48-Port 1 と 10-Gbps イーサネットモジュール N77-F248XP-23E のポートグループ
のポート番号

ポート番号ポートグループ

1、2、3、4グループ 1

5、6、7、8グループ 2
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ポート番号ポートグループ

9、10、11、12グループ 3

13、14、15、16グループ 4

17、18、19、20グループ 5

21、22、23、24グループ 6

25、26、27、28グループ 7

29、30、31、32グループ 8

33、34、35、36グループ 9

37、38、39、40グループ 10

41、42、43、44グループ 11

45、46、47、48グループ 12

CiscoNexus 7000シリーズ 10Gbpsイーサネットモジュールのポートグループの詳細については、
『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してください。

インターフェイスを追加または削除すると、Cisco NX-OSソフトウェアはその設定を削除し、
インターフェイスを無効にします。

（注）

異なる VDCのインターフェイスが 1つのポート ASICを共有する場合、VDCのリロード（reload
vdcコマンドを使用）またはVDCへのインターフェイスのプロビジョニング（allocate interfaceコ
マンドを使用）を行うと、これらのインターフェイスで短時間（1～ 2秒程度）のトラフィック
の中断が発生します。そのような中断を避けたい場合は、同じポート ASIC上のインターフェイ
スはすべて同じ VDCに割り当てるようにしてください。

次に、ポート ASICにインターフェイスをマッピングする例を示します。
# slot slot_number show hardware internal dev-port-map
+--------------------------------------------------------------+
+-----------+++FRONT PANEL PORT TO ASIC INSTANCE MAP+++--------+
+--------------------------------------------------------------+
FP port|PHYS |SECUR |MAC_0 |RWR_0 |L2LKP |L3LKP |QUEUE |SWICHF

1 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0 0 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0
5 0 1 0 0 0 0 0 0
6 0 1 0 0 0 0 0 0
7 0 1 0 0 0 0 0 0
8 0 1 0 0 0 0 0 0
9 1 2 0 0 0 0 0 0
10 1 2 0 0 0 0 0 0
11 1 2 0 0 0 0 0 0
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12 1 2 0 0 0 0 0 0
13 1 3 1 0 0 0 0 0
14 1 3 1 0 0 0 0 0
15 1 3 1 0 0 0 0 0
16 1 3 1 0 0 0 0 0
17 2 4 1 0 0 0 0 0

インターフェイス番号が FPポート列に、ポート ASIC番号がMAC_0列に表示されます。上の例
ではインターフェイス 1～ 12までがポート ASIC（0）を共有していることがわかります。

VDC リソース制限
ニーズの変更に応じ、VDCのリソース制限を個別に変更することも、VDCリソーステンプレー
トを適用して変更することもできます。制限を変更できるリソースは、次のとおりです。

• IPv4マルチキャストルートメモリ

• IPv6マルチキャストルートメモリ

• IPv4ユニキャストルートメモリ

• IPv6ユニキャストルートメモリ

•ポートチャネル

•スイッチドポートアナライザ（SPAN）モニタセッション

• VLAN

•仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス

HA ポリシー
HAポリシーは、VDCが回復不可能なエラーを検出した場合に、物理デバイスによって実行され
る処理を指定します。VDCの作成時に指定した HAポリシーは、あとから変更できます。

デフォルト VDCの HAポリシーは変更できません。（注）

すべての VDC 設定のスタートアップコンフィギュレーションへの保存
vdc-adminまたは network-adminロールを持つユーザは、VDCの設定を VDCからスタートアップ
コンフィギュレーションに保存できます。また、デフォルト VDCからは、すべての VDCの設定
をスタートアップコンフィギュレーションに保存できます。
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VDC の停止および再開
network-adminロールを持つユーザは、デフォルト以外の VDCを停止および再開できます。VDC
を停止する前に、VDCの実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーション
に保存する必要があります。保存しなかった場合、VDCの再開時に実行コンフィギュレーション
に対する変更が失われます。停止した VDCに割り当てられたインターフェイスは削除できませ
ん。VDCによって現在使用されているその他のリソースはすべて、VDCの停止中は解放されま
す。

VDCが停止している場合、In-Service Software Upgrades（ISSU）は実行できません。（注）

デフォルト VDCは停止できません。（注）

VDCを停止すると、その VDC上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

VDC のリロード
アクティブなデフォルト以外のVDCは、どの状態でもリロードできます。デフォルト以外のVDC
のリロードによる影響は、物理デバイスのリロードと似ています。VDCは、スタートアップコン
フィギュレーションを使用してリロードします。

デフォルトまたは管理 VDCはリロードできません。（注）

VDCをリロードすると、この VDC上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

MAC アドレス
デフォルトVDCには管理MACアドレスがあります。Cisco Nexus 7000シリーズデバイスのCisco
NX-OS Release 5.2(1)から、作成した後続のデフォルト以外の VDCには、ブートプロセスの一部
として自動的にMACアドレスが割り当てられます。

デバイス上のすべての VDCを満たすのに十分なMACアドレスがない場合は、Syslogメッセージ
が表示されます。
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VDC のブート順序
VDCの起動順序を Cisco NX-OSデバイス上で指定できます。デフォルトでは、すべての VDCが
同時に起動し、どのVDCが最初に起動を完了するかについての保証はありません。起動順序値を
使用することで、Cisco NX-OSソフトウェアは予測可能な順番でVDCを起動します。起動順序機
能には、次の特性があります。

•複数のVDCが同じブート順序値を持つことができます。デフォルトでは、すべてのVDCの
起動順序値が 1です。

•最小のブート順序値を持つ VDCが最初に起動します。

• Cisco NX-OSソフトウェアは、同じブート順序値を持つすべての VDCを起動した後、次の
ブート順序値を持つ VDCを起動します。

• Cisco NX-OSソフトウェアは、同じブート順序値を持つ VDCを同時に起動します。

•デフォルト VDCまたは管理 VDCのブート順序は変更できません。デフォルト以外の VDC
でのみブート順序を変更できます。

VDC のライセンス要件
ライセンスがない場合は、次の制約事項によって追加の VDCが作成できなくなります。

•デフォルト VDCしか存在できず、他の VDCは作成できません。

•サポートされているすべてのスーパーバイザモジュールで、デフォルトVDCを管理VDCと
してイネーブルにすると、デフォルト以外の VDCは 1つしかイネーブルにできません。

次の表に、VDCのライセンス要件を示します。

表 15：VDC のライセンス要件

ライセンス要件VDC の数スーパーバイザモ

ジュール

スーパーバイザ1モジュールでは、アドバンス
ドサービスパッケージライセンスおよびVDC
ライセンスを互換的に使用できます。VDC1が
デフォルト VDCの場合、スーパーバイザ 1モ
ジュールでは最大3個のデフォルト以外のVDC
を作成できます。VDC1が管理 VDCの場合、
最大 4個のデフォルト以外の VDCを作成でき
ます。

3個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個のデフォ
ルトVDCまたは 4個のデ
フォルト以外のVDCおよ
び 1個の管理 VDC

スーパーバイザ 1モ
ジュール
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ライセンス要件VDC の数スーパーバイザモ

ジュール

スーパーバイザ2モジュールでは、アドバンス
ドサービスパッケージライセンスおよびVDC
ライセンスを互換的に使用できます。スーパー

バイザ 2モジュールでは、最大 4個のデフォル
ト以外の VDCおよび 1個の管理 VDCを作成
できます。VDC1がデフォルト VDCの場合、
最大 3個のデフォルト以外の VDCを作成でき
ます。

4個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個の管理
VDC

スーパーバイザ 2モ
ジュール

スーパーバイザ 2eモジュールでは、最大 2つ
のVDCライセンスを使用できます。VDCライ
センスはそれぞれ 4個の VDCをカバーしてい
ます。スーパーバイザ 2eモジュールでは、最
大 8個のデフォルト以外の VDCおよび 1個の
管理 VDCを作成できます。VDC1がデフォル
ト VDCの場合、最大 7個のデフォルト以外の
VDCを作成できます。

CiscoNX-OSライセンス方式の詳細と、ライセ
ンスの取得および適用の方法については、

『Cisco Nexus 7000 Verified Scalability Guide』お
よび『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照し
てください。

8個のデフォルト以外の
VDCおよび 1個の管理
VDC

スーパーバイザ 2e
モジュール

VDC の管理に関する前提条件
VDCを管理するには、次の前提条件があります。

• network-adminユーザロールを持っていること。

•デフォルトまたは管理 VDCにログインしていること。

VDC の管理に関する注意事項および制約事項
VDC管理には次の設定上の注意事項と制約事項があります。

• network-adminユーザロールを持つユーザだけが VDCを管理できます。

• VDCは、デフォルトまたは管理 VDCからのみ変更できます。
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•デフォルト以外のすべてのVDCの管理ポートをプログラムするために十分なMACアドレス
が使用できない場合は、デフォルト以外の VDCではMACアドレスを設定しないでくださ
い。

•すべてのVDCの管理ポートをプログラムするために十分なMACアドレスが使用できない場
合は、Syslogメッセージが生成されます。

•ハードウェアの問題が発生すると、Syslogメッセージがすべての VDCに送信されます。

•同じVDC内の2つの異なる仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスにバックツー
バック接続されたインターフェイスがある場合、VRFは固有の送信元MACアドレスを取得
するため、AddressResolutionProtocol（ARP）は完了せず、パケットドロップが発生します。
異なる VRFがある 1つの VDCに 2つのインターフェイスが必要な場合、VRFインターフェ
イスにスタティックMACアドレスを割り当てます。

前述の注意事項および制約事項に加えて、Cisco Nexus 7000 NX-OS Release 7.3(0)DX(1)以降は次の
内容が適用されます。

• Cisco Nexus 7700シリーズには、次のタイプのM3モジュールがあります。

◦ Nexus 7700 M3 48ポート 1G/10Gモジュール

◦ Nexus 7700 M3 24ポート 40G

• 48ポート 10Gモジュールは、24 X 10G ASICのソケットを 2つを備えています。

• 24ポート 40Gモジュールは、6 X 40G ASICのソケットを 4つを備えています。

•ポートグループのマッピングは、ASICごとに行われます。

•インターフェイスの割り当ては、ポートグループの境界で行われます。インターフェイスに
より、VDCに ASICのリソースが配置されます。

•ポートグループのサイズは、モジュールタイプによって異なります。

VDC タイプのサポート

Cisco NX-OS Release 7.3(0)DX(1)では、次の VDCタイプのサポートを利用できます。

M3 と F3 のサポートM3 のサポートVDC タイプ

YesYesレイヤ 2

YesYesレイヤ 3

YesYesファブリックパス

YesYesVxLAN

YesYesFEX
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M3 と F3 のサポートM3 のサポートVDC タイプ

YesYesMPLS

YesYesOTV

YesYesLISP

NoYesGTP

NoYesレイヤ 2ゲートウェイ

F3サイズM3サイズテーブルのサイズ

VDC の管理

デフォルト以外の VDC のプロンプト形式の変更
デフォルト以外の VDCに対する CLIのプロンプト形式を変更できます。デフォルトでは、プロ
ンプト形式はデフォルトの VDC名とデフォルト以外の VDC名の組み合わせになります。デフォ
ルト以外の VDC名だけが含まれるように、プロンプトを変更できます。

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   

デフォルト以外の VDCに対する CLIのプロンプト形式を
変更します。プロンプトを変更してデフォルト以外のVDC

switch(config)# [no] vdc
combined-hostname

ステップ 2   

名だけが表示されるようにするには、このコマンドのno形
式を使用します。デフォルトでは、デフォルト以外のVDC
に対するCLIプロンプトは、デフォルトのVDC名とデフォ
ルト以外の VDC名で構成されます。

（任意）

すべてのVDCの実行コンフィギュレーションを、スタート
アップコンフィギュレーションにコピーします。結合され

switch(config)# copy
running-config
startup-config vdc-all

ステップ 3   

たホスト名をディセーブルにすると、このコマンドは、実
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目的コマンドまたはアク

ション

行コンフィギュレーションが保存されてシステムがリロー

ドされた後に、VDC名が元の形式（結合されたホスト名の
もの）に戻るのを防ぎます。結合されたホスト名をオフに

した後にこのコマンドを入力します。

イーサネット VDC にインターフェイスを割り当てる

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）でストレージ VDCにインターフェイスを割り当てる詳細
については、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』
を参照してください。

（注）

VDCには 1つまたは複数のインターフェイスを割り当てることができます。インターフェイスを
割り当てるには、1つのVDCから別のVDCにインターフェイスを移動します。移動後、インター
フェイスは停止状態となります。

インターフェイスを割り当てると、このインターフェイスのすべての設定は失われます。（注）

Nexus 7000シリーズデバイスの Cisco NX-OS Release 5.2(1)から、インターフェイスの割り当
て時にポートグループのすべてのメンバーがVDCに自動的に割り当てられるようになりまし
た。

（注）

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# vdcvdc-nameステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

VDCインターフェイスメンバーシップのステー
タスを表示します

switch(config-vdc)# show vdc
membership [status]

ステップ 3   

1つのインターフェイスをVDCに割り当てます。switch(config-vdc)# [no] allocate
interface ethernetslot/port

ステップ 4   

Cisco NX-OS Release 6.1(1)からは、no allocate
interface ethernetコマンドを使用して VDCから
インターフェイスを除外し、未割り当てプールに

配置することができます。

（任意）

同一モジュール上の一連のインターフェイスを

VDCに割り当てます。

switch(config-vdc)# [no] allocate
interface
ethernetslot/port-last-port

ステップ 5   

（任意）

リストしたインターフェイスを VDCに割り当て
ます。

switch(config-vdc)# [no] allocate
interface
ethernetslot/port,ethernetslot/port,

ステップ 6   

VDCコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config-vdc)# exitステップ 7   

（任意）

VDCインターフェイスのメンバーシップ情報を
表示します。

switch(config-vdc)# show vdc
membership [status]

ステップ 8   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

ションにコピーして、変更を継続的に保存しま

す。

VDCにインターフェイスを追加したあ
とは、デフォルトまたは管理VDCの実
行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピー

する必要があります。これは、変更さ

れたVDC実行コンフィギュレーション
をユーザがスタートアップコンフィギュ

レーションにコピーできるようにする

ためです。

（注）
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VDC リソーステンプレートの適用
新規の VDCリソーステンプレートを適用することで、VDCリソース制限を変更できます。リ
ソース制限への変更はすぐに適用されますが、IPv4および IPv6ルーティングメモリの制限は例
外です。この変更は、次回VDCをリセットしたとき、物理デバイスをリロードしたとき、または
物理デバイスのステートフルスイッチオーバーが実行されたときに適用されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

全 VDCのリソース情報を表示します。switch# show vdc resource detailステップ 2   

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

switch(config)# vdcvdc-nameステップ 3   

新規のリソーステンプレートを VDCに適用
します。

switch(config-vdc)#
templatetemplate-name

ステップ 4   

VDCコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

switch(config-vdc)# exitステップ 5   

（任意）

特定の VDCのリソース情報を表示します。
switch(config)# show
vdcvdc-nameresource

ステップ 6   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィ

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

ギュレーションにコピーして、変更を継続的

に保存します。

VDC リソース制限の変更
VDCリソースに対する制限を変更できます。リソース制限への変更はすぐに適用されますが、
IPv4および IPv6ルーティングテーブルメモリの制限は例外です。この変更は、次回 VDCをリ
セットしたとき、物理デバイスをリロードしたとき、または物理デバイスのステートフルスイッ

チオーバーが実行されたときに適用されます。
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マルチキャストおよびユニキャストルートメモリリソースの上限および下限に対して設定で

きる値は1つだけです。下限を指定した場合、上限および下限の両方に対してその値が設定さ
れ、上限は無視されます。上限だけを指定した場合、上限および下限の両方に対してその値が

設定されます。

（注）

Cisco NX-OS Release 6.1以降では、CPUコンテンション時に CPUへの VDCアクセスの優先順位
を決められるよう、VDC間で CPUリソースを制御するための CPU共有が使用されます。CPU共
有はスーパーバイザ 2/2eモジュールでのみサポートされます。VDCの CPU共有の数も設定でき
ます。たとえば、10個の CPU共有を持つ VDCは、5個の CPU共有を持つ VDCに比べて CPU時
間が 2倍になります。

機能によっては、シャーシ内のすべてのモジュールを特定のタイプにする必要があります。Cisco
NX-OS Release 6.1(3)以降では、モジュールが誤って挿入されるのを防止するため、またはシステ
ムで特定のラインカードが電源オンになるのを制限するために、スイッチワイドVDCモードを適
用できます。たとえば、結果バンドルハッシング（RBH）モジュロ機能は、システムにMシリー
ズモジュールがあると動作しません。system module-typeコマンドを使用して、スイッチワイド
VDCモードを適用します。このコマンドはシャーシで許可されるラインカードを制御します（次
の表を参照）。制御されない場合、VDC内で広範な中断が発生します。

イネーブルにしないモジュールは、この機能を設定して�yes�を入力した後、電源をオンにして
はなりません。エラーメッセージが表示され、続行する前にこれらのモジュールを手動で強制的

にディセーブルすることになりますが、それによってVDC内での大きな混乱やサービス問題を防
ぐことになります。

Cisco NX-OS Release 6.2(2)以降では、Mシリーズモジュールとの相互運用が可能になったシャー
シで F2eシリーズモジュールをイネーブルにできます。F2eシリーズモジュールしかないシャー
シでは、独自の設定を適用しない限り、サポート対象のモジュールとして F2eシリーズモジュー
ルを使用してデフォルトVDCが作成されます。シャーシで、F2シリーズモジュールはF2eシリー
ズモジュールとだけ互換性があります。F2eおよび F2シリーズモジュールは、同じ VDCで F1
シリーズモジュールと共存することはできません。現在、ストレージ VDCでサポートされてい
るのは、F1、F2、およびF2eシリーズモジュールだけです。スーパーバイザ 1はストレージVDC
で F1シリーズモジュールだけをサポートしますが、スーパーバイザ 2/2eはこれらのタイプをす
べてサポートします。ストレージ VDCでモジュールタイプを混在させるためのルールは、イー
サネット VDCと同じです。

systemmodule-typeコマンドを使用してスイッチワイドVDCモードを適用する場合、混在でき
るモジュールタイプに制限はありません

（注）

F3F2F1Modules

NoNoYesスーパーバイザ 1のみ
が搭載された F1
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F3F2F1Modules

YesYesNoスーパーバイザ 2/2eが
搭載された F2

YesYesNoスーパーバイザ 2/2eが
搭載された F2/F2e

Cisco NX-OS Release 6.1の場合のみ、F2eシリーズモジュールは F2シリーズモジュールとし
てサポートされているため、F2eシリーズモジュールは F2シリーズモジュールと同じ混在
ルールに従います。

（注）

Cisco NX-OS Release 6.2(6)のストレージ VDCは F3シリーズモジュールをサポートしていま
せん。

（注）

表 16：イーサネット VDC で許可されるモジュールタイプの組み合わせの制限と条件

F3F2eF2M2XLM1XLF1M1Module

NoYesNoYesYesYesYesM1

NoNoNoYesYesYesYesF1

NoYesNoYesYesYesYesM1XL

YesYesNoYesYesYesYesM2XL

YesYesYesNoNoNoNoF2

YesYesYesYesYesNoYesF2e

YesYesYesYesNoNoNoF3

F3 F2E M2XLは同じ VDCで共存することはできません（そのうち 2つは共存可能）。（注）
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表 17：デフォルト VDC のモジュールタイプのサポート

デフォルト VDC に対するデフォ
ルトモジュールタイプのサ

ポート（ユーザ設定なし）

シャーシに存在するすべてのライン

カード

Cisco NX-OS リリース

M1 F1M（任意）と F1の両方またはいずれ
か

5.1

F2

M1 F1

F2

M*とF1の両方またはいずれか（およ
び他の任意の組み合わせ）

6.0

F2F2と F2eの両方またはいずれか

Cisco NX-OS Release 6.1xか
ら6.2(2)へのアップグレード
の際、F2シリーズモジュー
ルタイプは F2e F2シリーズ
に自動的にアップグレードさ

れます。

（注）

6.1

F2 F2e

F2e

F2 F2e

F3

F3 F2e

M1 M1XL M2XL F2e

F2

F2e

F2 F2e

F3

F2e F3

他の組み合わせ

F3シリーズモジュールのサ
ポートが Cisco NX-OS
Release 6.2(6)に追加されま
した。

（注）

6.2

Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッチは、イーサネットVDCとストレー
ジ VDCの両方で、F2eおよび F3シリーズモジュールタイプをサポートしています。F3シ
リーズモジュールは、Cisco NX-OS Release 6.2(6)でストレージ VDCをサポートしません。

（注）

F2e プロキシモード
同じVDCで F2eシリーズモジュールとMシリーズモジュールとの共存をサポートするために、
F2eシリーズモジュールはプロキシモードで動作して同じ VDC内ではすべてのレイヤ 3トラ
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フィックがMシリーズモジュールに送信されます。F2eプロキシモードでは、M1シリーズモ
ジュールを搭載した F2eインターフェイスを介して接続するルーティング隣接はサポートされて
いません。ただし、M2シリーズモジュールを搭載した F2eインターフェイスを介して接続する
ルーティング隣接はサポートされています。

F2eポートがイーサネットVDCでプロキシモードになっている場合、ストレージVDCでF2eポー
トを共有インターフェイスとして割り当てることはできません。

limit-resourcemodule-typeコマンドを入力して、古いVDCタイプと新しいVDCタイプのF2eモー
ドが変更されると、次のように rebind interfaceコマンドを入力するようプロンプトが表示されま
す。
switch(config-vdc)# limit-resource module-type m1 m1xl m2xl f2e
This will cause all ports of unallowed types to be removed from this vdc. Continue (y/n)?
[yes]
Note: rebind interface is needed for proper system operation.
Please backup the running-configuration for interface by redirecting the output of "show
running-config interface".
Reapply the interface configuration after the "rebind interface" command
switch(config)# vdc vdc2
switch(config-vdc)# rebind interfaces
All interfaces' configurations of the current vdc will be lost during interface rebind.
Please back up the configurations of the current vdc. Do you want to proceed (y/n)? [no]
yes
switch(config-vdc)#

インターフェイスの再バインドが必要な場合、rebind interfaceコマンドを手動で入力していた
以前のリリースとは異なり、Cisco NX-OS Release 6.2(8)以降では、yes/noのプロンプトが表示
されます。

（注）

次の表に、rebind interfaceコマンドが必要な VDCタイプの変更を示します。

表 18：F2e プロキシモードで影響を受ける VDC タイプ

Impact説明再バインドが必

要

新しい VDC タ
イプ

古い VDC タイ
プ

インターフェイスの再バ

インド時には、F2とF2e
の設定が失われます。F2
設定を失っても、F2
ポートは新しい VDCの
一部ではないので影響は

ありません。

F2eをレイヤ 3から
プロキシモードへ変

更します。

YesM、F2eF2、F2e

インターフェイスの再バ

インド時には、MとF2e
の設定が失われます。M
設定を失っても、M
ポートは新しい VDCの
一部ではないので影響は

ありません。

F2eをプロキシから
レイヤ 3モードに変
更します。

YesF2、F2eM、F2e
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Impact説明再バインドが必

要

新しい VDC タ
イプ

古い VDC タイ
プ

F2eの設定だけが失われ
ます。

F2eをレイヤ 3から
プロキシモードへ変

更します。

YesM、F2eF2e

インターフェイスの再バ

インド時には、MとF2e
の設定が失われます。M
設定を失っても、M
ポートは新しい VDCの
一部ではないので影響は

ありません。

F2eをプロキシから
レイヤ 3モードに変
更します。

YesF2eM、F2e

インターフェイスの再バ

インド時には、F2とF2e
の設定が失われます。F2
設定を失っても、F2
ポートは新しい VDCの
一部ではないので影響は

ありません。

SVI統計情報など
F2eのみの機能がイ
ネーブルになりま

す。

YesF2eF2、F2e

F2eの設定だけが失われ
ます。

SVI統計情報など
F2eのみの機能が
ディセーブルになり

ます。

YesF2、F2eF2e

該当なし該当なしNoF3、F2eF3

該当なし該当なしNoF3F3、F2e

該当なし該当なしNoF3、M2XLF3

該当なし該当なしNoF3F3、M2XL

F3の設定が失われま
す。

LCDを F3に変更し
ます。

YesF3F3、F2、F2e

F3の設定が失われま
す。

F3を LCDに変更し
ます。

YesF3、F2、F2eF3

F3の設定が失われま
す。

LCDを F3に変更し
ます。

YesF3F3、F2
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Impact説明再バインドが必

要

新しい VDC タ
イプ

古い VDC タイ
プ

F3の設定が失われま
す。

F3を LCDに変更し
ます。

YesF3、F2F3

VDC リソース制限の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

switchwide VDCモードになり、シャーシでイネーブ
ルにできるモジュールを指定します。F1、F2、F2e、

switch(config)# [no] system
module-typemodule-type

ステップ 2   

M1、M1XL、およびM2シリーズモジュールの組み
合わせをイネーブルにできます。system module-type
コマンドで許可される組み合わせの種類に制限はあり

ません。

VDCで組み合わせが可能なモジュールタイ
プの制限は、limit-resource module-typeコ
マンドで制御されます。

（注）

イネーブルにしないモジュールは、この機

能を設定して�yes�を入力した後、電源を
オンにしてはなりません。エラーメッセー

ジが表示され、続行する前にこれらのモ

ジュールを手動で強制的にディセーブルす

ることになりますが、それによってVDC内
での大きな混乱やサービス問題を防ぐこと

になります。

（注）

このコマンドの no形式は、コンフィギュレーション
モードをリセットしてすべてのモジュールを許可しま

す。

（任意）

シャーシでイネーブルになっているモジュールを表示

します。

switch(config)# show vdcステップ 3   

（任意）

全 VDCのリソース情報を表示します。
switch(config)# show vdc
resource detail

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーションモード
を開始します。

switch(config)# vdcvdc-nameステップ 5   

IPv4マルチキャストルートメモリの制限をメガバイ
ト単位で指定します。有効な範囲は 1～ 90です。

switch(config-vdc)#
limit-resource m4route-mem
[minimummin-value]
maximummax-value

ステップ 6   

IPv6マルチキャストルートメモリの制限をメガバイ
ト単位で指定します。有効な範囲は 1～ 20です。

switch(config-vdc)#
limit-resource m6route-mem
[minimummin-value]
maximummax-value

ステップ 7   

SPANモニタセッションのリソース制限を設定しま
す。有効な範囲は 0～ 2です。equal-to-minキーワー

switch(config-vdc)#
limit-resourcemonitor-session
minimummin-valuemaximum
{max-value | equal-to-min}

ステップ 8   

ドを指定すると、最大値が最小値と同じ値に自動的に

設定されます。

物理デバイス上で、最大 2つの SPANモニ
タリングセッションを保有できます。

（注）

ERSPANモニタセッションのリソース制限を設定し
ます。範囲は 0～ 23です。equal-to-minキーワードを

switch(config-vdc)#
limit-resource
monitor-session-erspan-dst

ステップ 9   

指定すると、最大値が最小値と同じ値に自動的に設定

されます。
minimummin-valuemaximum
{max-value | equal-to-min}

ポートチャネルの制限を指定します。デフォルトの

最小値は 0です。デフォルトの最大値は 768です。有
switch(config-vdc)#
limit-resource port-channel
minimummin-valuemaximum
{max-value | equal-to-min}

ステップ 10   

効な範囲は 0～ 768です。equal-to-minキーワードを
指定すると、最大値が最小値と同じ値に自動的に設定

されます。

IPv4ユニキャストルートメモリの最小値と最大値を
メガバイト単位で指定します。範囲は 1～ 350です。

switch(config-vdc)#
limit-resource u4route-mem
[minimummin-value]
maximummax-value

ステップ 11   

IPv6ユニキャストルートメモリの最小値と最大値を
メガバイト単位で指定します。範囲は 1～ 100です。

switch(config-vdc)#
limit-resource u6route-mem
[minimummin-value]
maximummax-value

ステップ 12   

VLANのリソース制限を設定します。有効な範囲は
16～ 4094です。equal-to-minキーワードを指定する

switch(config-vdc)#
limit-resource vlan
minimummin-valuemaximum
{max-value | equal-to-min}

ステップ 13   

と、最大値が最小値と同じ値に自動的に設定されま

す。
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目的コマンドまたはアクション

VRFの制限を指定します。範囲は、2～ 1000です。
equal-to-minキーワードを指定すると、最大値が最小
値と同じ値に自動的に設定されます。

switch(config-vdc)#
limit-resource vrf
minimummin-valuemaximum
{max-value | equal-to-min}

ステップ 14   

指定したラインカードタイプを設定します。VDC
は、F1、F2、F2e、M1、M1XL、およびM2XLシリー
ズモジュールタイプをサポートします。

switch(config-vdc)#
limit-resource
module-typemodule type

ステップ 15   

F2eシリーズモジュールは、F1シリーズモ
ジュールと同じVDCには配置できません。
limit-resource module-typeコマンドは、同
じ VDCにおいて、F1、M1、M1XL、およ
びM2XLシリーズモジュールの組み合わ
せ、またはF2e、M1、M1XL、およびM2XL
シリーズモジュールの組み合わせを許可し

ます。

（注）

F2シリーズモジュールは、F1、M1、
M1XL、およびM2XLシリーズモジュール
と同じ VDCには配置できません。VDCに
F2シリーズモジュールだけを許可するに
は、limit-resourcemodule-type f2コマンドを
使用します。F2 VDCで F2eシリーズモ
ジュールをイネーブルにするには、

limit-resource module-type f2 f2eコマンドを
使用します。F2eおよび F2シリーズモ
ジュールのポートは、他のポートと同様に

割り当てることができます。

（注）

VDCの CPU共有の数を設定します。値の範囲は 1～
10です。たとえば、10個のCPU共有を持つVDCは、

switch(config-vdc)#
cpu-sharesshares

ステップ 16   

5個の CPU共有を持つ VDCに比べて CPU時間が 2
倍になります。

（任意）

VDC状態の情報を表示します。
switch(config-vdc)# show vdc
detail

ステップ 17   

VDCテンプレートコンフィギュレーションモードを
終了します。

switch(config-vdc)# exitステップ 18   

（任意）

VDCテンプレートの設定情報を表示します。
switch(config)# show vdc
vdc-name resource

ステップ 19   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を継続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 20   

show vdc detail の出力の表示

次の例は、show vdc detailコマンドの出力例を示しています。
switch# show vdc detail

vdc id: 1
vdc name: switch
vdc state: active
vdc mac address: 00:26:51:cb:bf:41
vdc ha policy: RELOAD
vdc dual-sup ha policy: SWITCHOVER
vdc boot Order: 1
CPU Share: 5
CPU Share Percentage: 22%
vdc create time: Wed Jul 18 18:08:15 2012
vdc reload count: 0
vdc restart count: 0
vdc type: Admin
vdc supported linecards: None

vdc id: 2
vdc name: vdc2
vdc state: active
vdc mac address: 00:26:51:cb:bf:42
vdc ha policy: RESTART
vdc dual-sup ha policy: SWITCHOVER
vdc boot Order: 1
CPU Share: 10
CPU Share Percentage: 45%
vdc create time: Wed Jul 18 18:17:14 2012
vdc reload count: 0
vdc restart count: 0
vdc type: Ethernet
vdc supported linecards: m1 f1 m1xl m2xl

vdc id: 3
vdc name: new-vdc
vdc state: active
vdc mac address: 00:26:51:cb:bf:43
vdc ha policy: RESTART
vdc dual-sup ha policy: SWITCHOVER
vdc boot Order: 1
CPU Share: 7
CPU Share Percentage: 31%
vdc create time: Wed Jul 18 18:29:51 2012
vdc reload count: 0
vdc restart count: 0
vdc type: Ethernet
vdc supported linecards: m1 f1 m1xl m2xl
switch#
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HA ポリシーの変更
VDCの HAポリシーを変更できます。VDC HAポリシーの種類は次のとおりです。

•デュアルスーパーバイザモジュール：

•停止（Bringdown）：VDCを障害状態に移行します。

•再起動（Restart）：VDCを再起動します。このプロセスでは、VDC内のすべてのイン
ターフェイスをシャットダウンし、すべての仮想化サービスプロセスを終了します。

CiscoNX-OSソフトウェアは、スタートアップコンフィギュレーションに保存されたす
べての仮想化サービスを再起動し、スタートアップコンフィギュレーションに保存され

た設定内容でインターフェイスを再稼働します。再起動前にスタートアップコンフィ

ギュレーションに保存されなかった設定は、すべて失われます。

•スイッチオーバー（Switchover）：スーパーバイザモジュールのスイッチオーバーを開
始します。

•シングルスーパーバイザモジュール：

◦停止（Bringdown）：VDCを障害状態に移行します。

◦リロード（Reload）：スーパーバイザモジュールをリロードします。

リロードが実行されると、リロード前にスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存されなかった設定は、すべて失われます。

注意

リロード処理は、物理デバイス上のすべてのインターフェイスおよびすべて

の VDCに影響します。
（注）

◦再起動（Restart）：VDCを再起動します。このプロセスでは、VDC内のすべてのイン
ターフェイスをシャットダウンし、すべての仮想化サービスプロセスを終了します。

CiscoNX-OSソフトウェアは、スタートアップコンフィギュレーションに保存されたす
べての仮想化サービスを再起動し、スタートアップコンフィギュレーションに保存され

た設定内容でインターフェイスを再稼働します。再起動前にスタートアップコンフィ

ギュレーションに保存されなかった設定は、すべて失われます。

リロードが実行されると、リロード前にスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存されなかった設定は、すべて失われます。

注意
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デフォルトまたは管理 VDCの HAポリシーは変更できません。（注）

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーションモード
を開始します。

switch(config)# vdc vdc-nameステップ 2   

VDCの HAポリシーを設定します。dual-supおよび
single-supキーワードの値は次のとおりです。

switch(config-vdc)#ha-policy
{dual-sup {bringdown |
restart | switchover} |

ステップ 3   

• bringdown：VDCを障害状態に移行します。single-sup {bringdown |
reload | restart}} • reload：2つのスーパーバイザモジュールを搭載

した物理デバイスに対しては、スーパーバイザモ

ジュールのスイッチオーバーを開始し、スーパー

バイザモジュールが1つだけの物理デバイスの場
合はリロードを実行します。

• restart：VDCプロセスとインターフェイスをいっ
たん停止し、スタートアップコンフィギュレー

ションを使用して再起動します。

• switchover：スーパーバイザモジュールのスイッ
チオーバーを開始します。

デフォルトまたは管理 VDCの HAポリシー
は変更できません。

（注）

VDCコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config-vdc)# exitステップ 4   

（任意）

VDCのステータス情報を表示します。
switch(config)# show vdc
detail

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を継続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   
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VDC 設定の保存
物理デバイス上のすべての VDCの設定を、スタートアップコンフィギュレーションに保存でき
ます。

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルト以外の VDCに切り替えます。switch# switchto vdc vdc-nameステップ 1   

（任意）

VDCの実行コンフィギュレーションを、ス
タートアップコンフィギュレーションにコピー

します。

switch-TestVDC# copy
running-config startup-config

ステップ 2   

デフォルトまたは管理VDCにスイッチバック
します。

switch-TestVDC# switchbackステップ 3   

（任意）

すべてのVDCの実行コンフィギュレーション
を、スタートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

switch# copy running-config
startup-config vdc-all

ステップ 4   

デフォルト以外の VDC の停止
アクティブなデフォルト以外の VDCを停止できます。VDCを停止する前に、VDCの実行コン
フィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存する必要があります。保存

しなかった場合、実行コンフィギュレーションに対する変更が失われます。

デフォルトおよび管理 VDCは停止できません。（注）

VDCを停止すると、その VDC上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

すべての VDCの実行コンフィギュレーショ
ンを、スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config vdc-all

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 2   

デフォルト以外の VDCを停止します。switch(config)# vdc vdc-name
suspend

ステップ 3   

デフォルト以外の VDC の再開
デフォルト以外の VDCを停止状態から再開できます。VDCは、スタートアップコンフィギュ
レーションに保存された設定内容で再開します。

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

停止したデフォルト以外のVDCを再開し
ます。

switch(config)# no vdc vdc-name
suspend

ステップ 2   

デフォルト以外の VDC のリロード
障害状態にあるデフォルト以外の VDCをリロードできます。VDCは、スタートアップコンフィ
ギュレーションを使用してリロードします。
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reloadコマンドを使用して、デフォルトまたは管理 VDCをリロードします。デフォルトまた
は管理 VDCをリロードすると、Cisco NX-OSデバイス上のすべての VDCがリロードされま
す。

（注）

VDCをリロードすると、この VDC上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

はじめる前に

vdc-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルト以外のVDCにログインするか、デフォル
トまたは管理 VDCから switchto vdcコマンドを使用して、デフォルト以外の VDCにアクセスし
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

デフォルト以外の VDCの実行コンフィギュ
レーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config vdc-all

ステップ 1   

デフォルト以外の VDCをリロードします。switch-TestVDC# reload vdcステップ 2   

VDC のブート順序の設定
VDCの起動順序を Cisco NX-OSデバイス上で設定できます。

デフォルトまたは管理 VDCのブート順序は変更できません。（注）

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config)# vdc vdc-nameステップ 2   

VDCの起動順序値を設定します。number引数の
範囲は、スーパーバイザ2モジュールでは1～4、

switch(config-vdc)#boot-order
number

ステップ 3   

スーパーバイザ 2eモジュールでは 1～ 8です。
VDCは、ブート順序の最小値から最大値まで順番
に起動します。

デフォルトのVDCの起動順序は変更できません。

VDCコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config-vdc)# exitステップ 4   

（任意）

VDCのステータス情報を表示します。
switch(config)# show vdc
detail

ステップ 5   

（任意）

すべてのVDCの実行コンフィギュレーションを、
スタートアップコンフィギュレーションにコピー

します。

switch(config)# copy
running-config startup-config
vdc-all

ステップ 6   

VDC の削除
VDCを削除すると、VDCのポートは未割り当てのインターフェイスに移動します。

デフォルトの VDC（VDC 1）および管理 VDCは削除できません。（注）

VDCを削除すると、その VDC上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

はじめる前に

network-adminユーザロールを持つユーザ名で、デフォルトまたは管理 VDCにログインします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VDCを削除します。switch(config)# no
vdcvdc-name

ステップ 2   

VDCを削除すると、この VDC上のすべ
てのトラフィックが中断され、VDCに割
り当てられたすべてのインターフェイス

のすべての設定が削除されます。

注意

VDCコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

VDC設定情報を表示します。
switch# show vdcステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

VDC 設定の確認
VDCの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションの VDC情報を表
示します。

show running-config {vdc | vdc-all}

VDC設定情報を表示します。show vdc [vdc-name]

多くの VDCパラメータの詳細を表示します。show vdc detail

現在の VDC番号を表示します。show vdc current-vdc

VDCのインターフェイスメンバーシップ情報
を表示します。

show vdc membership [status]

VDCテンプレートの設定内容を表示します。show vdc resource template
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目的コマンド

現在のVDCに対するVDCリソース設定を表示
します。

show resource

すべてのVDCに対するVDCリソース設定を表
示します。

show vdc [vdc-name] resource [resource-name]

特定の VDCのMACアドレスを表示します。show mac vdc {vdc-id}

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual
Device Context Command Reference』を参照してください。

VDC 管理の設定例
次の例に、Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート 10 Gbpsイーサネットモジュールのポートグルー
プにおいて、VDC間でインターフェイスを割り当てる方法を示します。

VDC-Aはデフォルトの VDCです。（注）

config t
hostname VDC-A
vdc VDC-B
! Port group 2
allocate interfaces ethernet 2/2, ethernet 2/4, ethernet 2/6, ethernet 2/8
! Port group 3
allocate interfaces ethernet 2/9, ethernet 2/11, ethernet 2/13, ethernet 2/15
vdc VDC-C
! Port group 4
allocate interfaces ethernet 2/10, ethernet 2/12, ethernet 2/14, ethernet 2/16
! Port group 5
allocate interfaces ethernet 2/17, ethernet 2/19, ethernet 2/21, ethernet 2/23
vdc VDC-D
! Port group 6
allocate interfaces ethernet 2/18, ethernet 2/20, ethernet 2/22, ethernet 2/24
! Port group 7
allocate interfaces ethernet 2/25, ethernet 2/27, ethernet 2/29, ethernet 2/30

VDC の管理の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing
Command Reference』

Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series Hardware Installation
and Reference Guide』

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート 10 Gbps
イーサネットモジュール
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device
Context Command Reference』

VDCコマンド

『Cisco NX-OS FCoECommand Reference for Cisco
Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

FCoEコマンド

VDC の管理の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 19：VDC の管理の機能履歴

機能情報リリース機能名

M3シリーズモジュールのサポートに関
する注意事項と制約事項が追加されまし

た。

7.3(0)DX(1)M3モジュール

F3シリーズモジュールのサポートが追
加されました。

6.2(6)F3シリーズモジュール

スーパーバイザ 2eモジュールの Cisco
Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus
7718スイッチのサポートが追加されまし
た。

6.2(2)Cisco Nexus 7710スイッチ
およびCisco Nexus 7718ス
イッチ

スーパーバイザ1モジュールの管理VDC
のサポートが追加されました。

6.2(2)スーパーバイザ1モジュー
ルの管理 VDC

シャーシでF2eシリーズモジュール（新
しい設定可能な VDCモジュールタイプ
で、F2 VDCモジュールタイプとは個別
で独立している）をイネーブルにする機

能が追加されました。

6.2(2)F2eシリーズモジュール

この機能は、同じ VDC内の F2eシリー
ズモジュールとMシリーズモジュール
との共存をサポートするように導入され

ました。

6.2(2)F2eプロキシモード
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機能情報リリース機能名

シャーシで特定のラインカードをイネー

ブルにする機能、および他の人が電源オ

ンにするのを防ぐ機能が追加されまし

た。

6.1(3)スイッチワイド VDCモー
ド

F2シリーズモジュールの一部としてF2e
シリーズモジュールのサポートが追加さ

れました。

6.1(2)F2eシリーズモジュールの
サポート

スーパーバイザ 2およびM2シリーズモ
ジュールのサポートが追加されました。

6.1(1)スーパーバイザ 2および
M2シリーズモジュールの
サポート。

VDCで CPU共有のサポートが追加され
ました。

6.1(1)CPU共有

F2シリーズモジュールのサポートが追
加されました。

6.0(1)VDCリソース制限

デフォルト VDCにはMACアドレスが
あり、作成される後続のデフォルト以外

の VDCにはMACアドレスが割り当て
られます。

5.2(1)MACアドレス

M1XLシリーズモジュールのサポートが
追加されました。

5.2(1)VDCリソース制限

N7K-F132XP-15モジュールのサポートが
追加されました。

5.1(1)N7K-F132XP-15モジュー
ル

ERSPANモニタセッションのリソース
制限を設定する機能が追加されました。

5.1(1)VDCリソース制限

limit-resource m4route-mem、
limit-resource m6route-mem、
limit-resource u4route-mem、
limit-resource u6route-mem、および
limit-resource vrfコマンドの最小値と最
大値の範囲が変更されました。

5.0(2)VDCリソース制限

vdc restartコマンドが reload vdcコマン
ドに変更されました。

4.2(4)VDCの再起動
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機能情報リリース機能名

デフォルト以外の VDCを停止および再
開できます。

4.2(1)VDCの停止および再開

アクティブなデフォルト以外の VDCお
よび障害状態にあるデフォルト以外の

VDCを再起動できます。

4.2(1)VDCの再起動

デフォルト以外の VDCをリロードでき
ます。

4.2(1)VDCのリロード

デフォルト以外の VDCに対する CLIの
プロンプト形式を変更できます。

4.2(1)VDCのプロンプト形式

デフォルト以外の VDCのブート順序を
設定できます。

4.2(1)VDCの起動順序

デフォルトの最大値を 256から 8に変更4.1(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 4に変更4.1(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース

IPv4および IPv6マルチキャストルート
メモリリソースを追加

4.1(2)マルチキャストルートメ

モリリソース

デフォルトの最大値を 256から 768に変
更

4.1(2)ポートチャネルリソース

デフォルトの最大値を 256から 320に変
更

4.0(2)IPv4ユニキャストルート
メモリリソース

デフォルトの最大値を 256から 192に変
更

4.0(2)IPv6ユニキャストルート
メモリリソース
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付録 A
VDC の設定制限

設定の制限は、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。
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